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９
月
１２
日
、
広
島
県
福
山
市
を
訪
れ

ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
前
期
に
私
が
担

当
し
た
「
日
本
の
伝
統
音
楽
」
の
授
業

で
、
箏
や
三
味
線
と
そ
の
音
楽
を
概
説

し
た
と
き
、
楽
器
製
作
の
現
場
を
ぜ
ひ

と
も
見
学
し
た
い
と
い
う
声
が
あ
が
っ

た
こ
と
で
し
た
。
音
楽
学
や
邦
楽
器
を

専
攻
す
る
受
講
生
６
人
と
卒
業
生
も
含

め
て
総
勢
１３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
箏
・
三
味
線
の
菊
武
厚
詞
講
師
も
同

行
し
、
貴
重
な
後
押
し
が
い
た
だ
け
ま

し
た
。
福
山
側
で
は
、
箏
研
究
家
の
平

田
勉
氏
、
福
山
邦
楽
器
製
造
協
同
組
合

理
事
長
の
小
川
賢
三
氏
、
新
和
琴
楽
社

長
の
和
田
進
氏
の
協
力
が
得
ら
れ
、
充

実
し
た
見
学
が
で
き
ま
し
た
。 

　
福
山
で
は
、
一
弦
琴
や
大
正
琴
も
作

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も

箏
と
三
味
線
。
中
で
も
「
福
山
琴
」
と

称
さ
れ
る
箏
の
製
作
が
中
心
で
す
。「
福

山
琴
」
の
名
称
は
、
８５
年
に
通
商
産
業

省（
現
、
経
済
産
業
省
）か
ら
伝
統
的
工

芸
品
に
指
定
さ
れ
た
と
き
の
も
の
で
す
。

本
来
の
「
箏
」
の
字
が
「
琴
」
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
常
用
漢
字
か
ら
「
箏
」

が
は
ず
さ
れ
て
い
る
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。 

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
江
戸
時
代
か
ら

こ
の
地
で
箏
が
盛
ん
に
生
産
さ
れ
て
き

た
の
は
、
上
方
と
い
う
芸
所
が
近
い
の

と
、
当
地
で
も
伝
統
音
楽
の
愛
好
家
が

多
か
っ
た
か
ら
で
す
。
履
物
や
家
具
を

作
る
地
場
産
業
の
一
環
に
組
み
込
ま
れ

て
、
日
本
の
箏
生
産
の
７
割
か
ら
８
割

を
占
め
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。 

 

　福
山
琴
と
４
者
連
携
の
新
福
山
箏 

　
と
こ
ろ
が
、
伝
統
音
楽
が
存
亡
の
危

機
に
瀕
す
る
に
つ
れ
、
当
然
、
楽
器
製

作
の
現
場
に
も
暗
い
影
が
さ
し
始
め
ま

し
た
。
幸
い
、
０２
年
度
か
ら
文
部
科
学

省
の
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
っ
て
、
日

本
の
楽
器
や
発
声
を
学
校
教
育
の
現
場

に
組
み
込
ま
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
新
た
に
「
新
福
山
箏
」
が

産
官
民
学
の
連
携
で
開
発
さ
れ
た
の
で

す
。
子
ど
も
た
ち
で
も
運
搬
や
調
弦
が

容
易
に
で
き
る
も
の
が
世
に
出
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
た
私
は
、

そ
の
名
称
に
本
来
の
「
箏
」
の
字
を
あ

て
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
ま
し
た
。 

 

　洋
楽
器
産
業
に
も
邦
楽
器
の
技
術 

　
箏
の
場
合
、
原
木
の
桐
を
東
北
地
方

や
米
国
の
五
大
湖
地
方
な
ど
か
ら
買
い

入
れ
、
甲
挽
き
と
い
う
製
材
加
工
後
、

１
年
以
上
天
日
乾
燥
さ
せ
、
そ
の
後
、

甲（
表
板
）と
裏
板
を
切
り
出
し
ま
す
。

そ
し
て
、
彫
り
、
焼
き
、
磨
き
、
飾
り

付
け
、
金
具
付
け
と
い
っ
た
複
雑
な
工

程
を
経
て
完
成
で
す
。 

　
三
味
線
の
場
合
は
、
材
質
が
紅
木
（
こ

う
き
）
や
紫
檀
（
し
た
ん
）
で
す
か
ら
、

材
料
の
入
手
や
製
作
工
程
も
大
き
く
異

な
り
ま
す
。 

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
浜
松
市
な
ど
で

い
ま
隆
盛
を
誇
っ
て
い
る
洋
楽
器
産
業

の
始
ま
り
の
段
階
で
、
邦
楽
器
製
作
の

技
術
が
直
接
応
用
さ
れ
る
側
面
も
あ
り

ま
し
た
か
ら
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、

「
楽
の
器
」
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
「
わ

ざ
」
の
世
界
に
一
歩
で
も
足
を
踏
み
入

れ
れ
ば
、
音
楽
一
般
の
理
解
が
深
ま
る

こ
と
に
な
る
と
実
感
し
ま
し
た
。 

　
イ
ス
ラ
ム
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア

を
結
ん
だ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
、
楽
器
が

旅
し
た
道
で
も
あ
り
ま
す
。
ヴ
ィ
オ
ラ
・

ダ
・
ガ
ン
バ
奏
者
の
坂
本
利
文
講
師
が
、

弦
を
弓
で
こ
す
っ
て
音
を
出
す
擦
弦
楽

器
に
焦
点
を
当
て
、
民
族
固
有
の
音
楽

や
好
み
に
合
わ
せ
て
、
楽
器
が
変
容
す

る
道
筋
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
レ
ベ
ッ
ク
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
ル
ー

ツ
と
も
い
わ
れ
る
中
近
東
の
レ
バ
ー
ブ
、

３５
本
も
の
共
鳴
弦
が
不
思
議
な
残
響
を

宿
す
イ
ン
ド
の
サ
ー
ラ
ン
ギ
、
一
木
を

く
り
ぬ
い
た
ト
ル
コ
の
ケ
メ
ン
チ
ェ
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
ギ
ジ
ャ
ッ
ク
、
中

国
の
二
胡
、
日
本
の
胡
弓
な
ど
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
を
行
き
来
し
た
で
あ
ろ
う
１３
の

楽
器
を
坂
本
講
師
が
演
奏
。
シ
ン
プ
ル

な
形
だ
け
に
演
奏
に
大
変
な
修
練
を
要

す
る
ア
ジ
ア
の
民
族
楽
器
に
対
し
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
は
ハ
ー
デ
ィ
ガ
ー
デ
ィ
や

ニ
ュ
ッ
ケ
ル
ハ
ル
パ
な
ど
、
楽
器
を
機

械
化
し
て
演
奏
を
容
易
に
し
た
民
族
楽

器
も
好
ま
れ
ま
し
た
。
東
西
の
民
族
性

の
違
い
が
こ
こ
に
も
現
れ
て
い
ま
す
。 

「
わ
ざ
」
の
世
界
は 

　
　
　
洋
・
邦
を
問
わ
ず 

教
授
　
山
口
　
　
修 

福山市の箏製作見学記 

公
開
講
座
フ
ェ
ス
タ 

弦
楽
器
の
遥
か
な
旅 

　
　
　
　
　
　
坂
本
　
利
文
　
講
師 

　
　
１１
月
１０
日
　
さ
い
か
く
ホ
ー
ル 

写真左は桐材の表面に焼きを入れて木目を浮き出させる
作業を体験。同右は箏の製作工程について説明を聞く本
学学生ら（いずれも新和琴楽で） 
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日
本
を
代
表
す
る
国
際
的
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
前
橋
汀
子
教
授
の
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン 
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン･

ソ
ナ
タ
全
曲
演
奏
会
」
が
１１
月
９
、
１６
日
に
ザ･

カ
レ
ッ
ジ･

オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
躍
す
る
江
口
玲
氏
の
ピ

ア
ノ
が
前
橋
教
授
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
時
に
は
優
し
く
、
時
に
は
壮
絶
な
バ
ト
ル
を
展

開
し
な
が
ら
、
全
１０
曲
を
２
回
に
分
け
て
演
奏
。
終
了
後
、
前
橋
教
授
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
研
究
に
も
関
心
が
深
い
中
村
孝
義
学
長
と
対
談
し
ま
し
た
。（
１１
　
に
関
係
記
事
） 

　
中
村
学
長
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
も
す

ば
ら
し
く
、
感
激
し
ま
し
た
。
昨
年
は

バ
ッ
ハ
、
今
年

は
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
。
全
曲
演
奏
に
取
り
組

ま
れ
る
に
は
、そ
れ
な
り
の
決

意
が
必
要
で
し
ょ
う
。 

　
前
橋
教
授
　
年
を
重
ね
る

ご
と
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

訴
え
る
力
と
い
う
も
の
を
強

く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
彼
ほ
ど
人
生
の
悩
み
、

苦
し
み
を
作
品
に
昇
華
さ
せ

た
作
曲
家
は
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。
も
う
一
度
、
全
体

を
見
る
こ
と
で
彼
に
対
す
る

新
し
い
発
見
が

あ
る
よ
う
に
思
い
、

挑
戦
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。 

　
中
村
学
長
　
個
々
の
作
品
を
際
立
た

せ
る
読
み
込
み
の
深
さ
が
な
か
っ
た
ら
、

全
曲
演
奏
は
成
功
し
ま
せ
ん
。
今
回
、

特
に
力
を
注
が
れ
た
こ
と
は
。 

　
前
橋
教
授
　
５
番
、
９
番
以
外
は
あ

ま
り
演
奏
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、

楽
譜
を
何
度
も
読
み
直
し
、
彼
な
ら
で

は
の
フ
レ
ー
ズ
の
作

り
方
や
テ
ン
ポ
感
に

気
を
使
い
ま
し
た
。 

　
中
村
学
長
　
最
後
の 

「
１０
番
」
以
外
は
１
７
９
７

年
か
ら
１
８
０
３
年
の
６
年

間
に
書
か
れ
た
作
品
で
す
。

こ
の
こ
ろ
の
彼
は
耳
の
病
に

苦
し
み
芸
術
家
と
し
て
悩
ん

だ
時
期
。
劇
的
な
作
品
を
残

し
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン･
ソ
ナ

タ
は
そ
の
こ
ろ
に
集
中
し
て

い
ま
す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

は
短
期
間
に
自
分
を
変
化
さ

せ
、
凄
絶
な
世
界
に

入
り
込
ん
で
い
っ
た

ん
だ
な
、
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
分
か

り
ま
し
た
。
演
奏
を
聴
か
せ
て
い
た
だ

き
感
激
し
ま
し
た
。 

　
前
橋
教
授
　
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
挑

戦
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。 

　
中
村
孝
義
学
長
と
新
任
教
職
員
の
昼

食
懇
談
会
が
１０
月
２０
日
、
学
生
と
の
「
ラ

ン
チ
ブ
レ
ー
ク
を
学
長
と
!!
」
が
同
２７

日
、
い
ず
れ
も
学
長
応
接
室
で
開
か
れ

ま
し
た
。
昼
食
を
摂
り
な
が
ら
、
日
ご

ろ
思
っ
て
い
る
こ
と
を
気
軽
に
話
し
合

お
う
と
い
う
の
が
趣
旨
で
す
。
懇
談
会

と
ラ
ン
チ
ブ
レ
ー
ク
は
今
後
も
続
け
て

い
く
方
針
で
す
。 

　
新
任
教
職
員
は
長
山
慶
子
准
教
授（
フ

ル
ー
ト
）
ら
教
員
３
人
と
岩
田
季
恵
さ

ん
ら
職
員
５
人
の
計
８
人
。
自
由
に
何

で
も
話
し
て
欲
し
い
と
い
う
中
村
学
長

に
、
職
員
は
「
馬
車
馬
の
よ
う
だ
っ
た

前
の
職
場
に
比
べ
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て

仕
事
に
取
り
組
め
ま
す
」。「
こ
こ
は
研

修
ゼ
ロ
と
い
う
の
が
私
に
合
っ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
も
自
分
の
体
に
染
み
込
ま

せ
て
仕
事
を
覚
え
て
き
ま
し
た
か
ら
」

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。 

　
教
員
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で
は
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
で
自
分
の
技
術
を
い
か
に
磨
く

か
の
闘
い
で
し
た
が
、
今
は
学
生
の
た

め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
考
え
る
生
活

で
す
」、「
専
任
と
非
常
勤
の
先
生
と
の

間
に
溝
が
あ
る
の
を
感
じ
ま
す
」
。 

　
一
方
、「
ラ
ン
チ
ブ
レ
ー
ク
」に
出
席

し
た
の
は
南
田
明
美
さ
ん
（
大
４
・
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
や
安
齋
卓
真
さ
ん
（
短

２
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ギ
タ
ー
）ら
９
人
。

ま
ず
、
中
村
学
長
は
「
法
学
部

の
人
が
法
律
を
知
ら
な
か
っ
た

と
し
て
も
世
間
で
は
何
と
も
思

い
ま
せ
ん
。
が
、
音
楽
大
学
出

身
者
が
音
楽
の
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
ら
『
こ
ん
な
こ
と
す
ら

も
』
と
厳
し
い
目
で
見
ら
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
音
大
生
と
し

て
最
低
限
こ
れ
ぐ
ら
い
は
知
っ

て
ほ
し
い
と
今
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ

ク
を
作
成
中
で
、
来
年
度
か
ら

学
生
に
配
る
予
定
で
す
」
と
口

火
を
切
り
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
中
村
学
長
は
「
昼
食
時
、

『
ぱ
う
ぜ
』
で
い
た
ら
話
し
掛
け
て
ほ

し
い
」
と
言
う
と
、
学
生
た
ち
は
「
学

長
に
は
声
を
掛
け
に
く
い
」
「
恥
ず
か

し
い
し
、
緊
張
し
ま
す
」
「
Ｊ
Ｐ
（
ジ

ャ
ズ
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
）
は
学
長
と
お
話

し
す
る
機
会
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
…
」。 

　
こ
れ
を
機
会
に
「
ど
こ
で
で
も
声
を

掛
け
合
い
ま
し
ょ
う
」
と
約
束
し
て
お

開
き
に
な
り
ま
し
た
。 

中
村
孝
義
学
長
　
　
　
前
橋
汀
子
教
授 

対
談 

今
後
も
学
び
挑
戦 

前
橋 

教
授 

構
成
す
ば
ら
し
い 

中
村 

学
長 

新任教職員と学長懇談会 

学生とはランチブレーク 

ペ
ー 

ジ 
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ホームページからもお申し込みいただけます。http://daion.ac.jp 
　［大阪音楽大学コンサート・センター］〒５６１-８５５５ 豊中市庄内幸町１-１-８　1０６-６３３４-２２４２　FAX０６-６３３４-２１６４ 

１月１０日（土) 
１７時 
 
１月１３日（火） 
１８時３０分 
 
１月１５日（木） 
１８時 
 
１月１７日（土） 
１５時 
 
１月２５日（日） 
１４時 
 
２月５日（木） 
１８時３０分 
 
２月１２日（木） 
１８時３０分 
 
２月１４日（土） 
１４時 
 
２月１４日（土） 
１４時 
 
２月１４日（土） 
１７時 
 
２月２１日（土） 
１４時 
 
２月２３日（月） 
１８時 
 
２月２６日（木） 
１８時 
 
２月２８日（土） 
１４時 
 
３月１日（日） 
１４時 
 
３月５日（木） 
１８時３０分 
 
 
 
３月８日（日） 
１４時 
 
３月１０日（火） 
１８時 
 
３月１４日（土） 
１４時 
 
３月１６日（月） 
１８時 
 
３月１７日（火） 
１８時 
 
３月１８日（水） 
１８時 
 
３月１９日（木） 
１８時 
 
３月２３日（月） 
１８時 

Ｄａｉｏｎコンサート　夕映えの海とともに 
ＡＴＣ南港サンセットホール　出演　油井美加子 
 
オペラ物知り講座　男声（男性）の魅力 解き明かします 
ＭＨ　講師　中村敬一　演奏　小餅谷哲男　ほか 
 
電子オルガンコース・コンサート「フライング・ライヴ２００９」 
ＯＨ　出演　JP専攻電子オルガン・コース生 
 
大学・短大合唱演奏会  ＯＨ  演奏  大阪音楽大学合唱団
大阪音楽大学短期大学部合唱団 
 
第２回オペラ物知り講座ｉｎひこね『椿姫』 
ひこね市文化プラザエコーホール　講師　中村敬一 
 
ポピュラーコース・コンサート 
豊中市立ローズ文化ホール　出演  JP専攻ポピュラー・コース生 
 
ジャズコース・コンサート 
豊中市立ローズ文化ホール　出演　JP専攻ジャズ・コース生 
 
若い芽のコンサート　近代歌曲とオペラの魅力　ＭＨ 
出演　加藤かおり　中村展子　南奈緒　福嶋勲　西聡美 
 
第65回ミュージアム・コンサート「スーパーリコーダー カルテット」 
音楽博物館  演奏  藤田　  秋山滋  北村正彦  松浦孝成 
 
Ｄａｉｏｎコンサート　夕映えの海とともに 
ＡＴＣ南港サンセットホール 
 
第２０回 大阪音楽大学学生オペラ「魔笛」（第一日） 
ＯＨ　指揮　小田野宏之　管弦楽　大阪音楽大学管弦楽団 
 
第２０回 大阪音楽大学学生オペラ「魔笛」（第二日） 
ＯＨ　指揮　小田野宏之　管弦楽　大阪音楽大学管弦楽団 
 
ミュージカルコース公演「’０９ミュージカルへの招待」 
ＯＨ　出演　JP専攻ミュージカル・コース生 
 
ミレニアムホール特別講座「メンデルスゾーン生誕２００年」 
ＭＨ　講師　日下部吉彦 
 
大阪音楽大学第４０回吹奏楽演奏会 
ザ・シンフォニーホール　出演　大阪音楽大学吹奏楽団 
 
ザ・カレッジ・オペラハウス開館２０周年記念 
オペラ・ガラ・コンサート 
ＯＨ　指揮　広上淳一　合唱　ザ・カレッジ・オペラハウス合唱
団　管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団 
 
大阪音楽大学短期大学部第１４回吹奏楽演奏会 
ＯＨ　出演　大阪音楽大学短期大学部吹奏楽団 
 
大阪音楽大学第６回ザ・ストリング・コンサート 
ＯＨ　出演　大阪音楽大学・同短期大学部弦楽器専攻生 
 
第27回ミュージアム・セミナー「ブータンの仮面劇」 
音楽博物館  出演  西岡信雄  伝統芸能団“プンツォ・ダヤン” 
 
大阪音楽大学短期大学部２００８年度卒業演奏会（第一夜） 
ＯＨ　出演　選抜卒業生 
 
大阪音楽大学短期大学部２００８年度卒業演奏会（第二夜） 
ＯＨ　出演　選抜卒業生 
 
大阪音楽大学２００８年度卒業演奏会（第一夜） 
ＯＨ　出演　選抜卒業生 
 
大阪音楽大学２００８年度卒業演奏会（第二夜） 
ＯＨ　出演　選抜卒業生 
 
大学院演奏会 
ＭＨ　出演　大学院生 

１月１５日（木）１８時　要整理券　ザ・カレッジ・オペラハウス 
出演　短大ジャズ・ポピュラー専攻電子オルガン・コース生 

電子オルガンコース・コンサート 
「フライング・ライヴ２００９」 

１月１７日（土）１５時　要整理券　ザ・カレッジ・オペラハウス 
指揮　本山秀毅　里井宏次 
演奏　大阪音楽大学合唱団 
　　　大阪音楽大学短期大学部合唱団 

大学・短大合唱演奏会 

２月５日（木）１８時３０分　要整理券 
豊中市立ローズ文化ホール 
出演　短大ジャズ・ポピュラー専攻ポピュラー・コース生 

ポピュラーコース・コンサート 

２月１２日（木）１８時３０分　要整理券 
豊中市立ローズ文化ホール 
出演　短大ジャズ・ポピュラー専攻ジャズ・コース生 

ジャズコース・コンサート 

２月２６日（木）１８時　要整理券　ザ・カレッジ・オペラハウス 
出演　短大ジャズ・ポピュラー専攻ミュージカル・コース生 

３月１日（日）１４時　ザ・シンフォニーホール 
入場料　１０００円　指定席 
【チケット取り扱い】 
チケットぴあ　1０５７０-０２-９９９９　Pコード　３１０-８９９ 
ABCチケットセンター（ザ・シンフォニーホール内 窓口受付のみ） 
大阪音楽大学コンサート・センター　1０６-６３３４-２２４２ 
指揮　北野徹　演奏　大阪音楽大学吹奏楽団 
K.フーサ：この地球を神と崇める 
2009年度全日本吹奏楽コンクール課題曲より 
真島俊夫：三つのジャポニスム 
B.ピクール：交響曲　第０番 

大阪音楽大学第４０回吹奏楽演奏会 

３月８日（日）１４時　要整理券　ザ・カレッジ・オペラハウス 
指揮　小野川昭博 
演奏　大阪音楽大学短期大学部吹奏楽団 

３月１０日（火）１８時　要整理券　ザ・カレッジ・オペラハウス 
指揮　上塚憲一 
演奏　大阪音楽大学・同短期大学部弦楽器専攻生 

ミュージカルコース公演 
「’０９ミュージカルへの招待」 

大阪音楽大学短期大学部第１４回吹奏楽演奏会 

第６回ザ・ストリング・コンサート 大阪音楽大学 
大阪音楽大学短期大学部 
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Co l l ege　In forma t i on

第２０回 大阪音楽大学学生オペラ 
W.A.モーツァルト「魔　笛」 
２月２１日（土）１４時　２月２３日（月）１８時 
自由席　要入場証（下記の要領でお申し込みください。） 
指揮　小田野 宏之　演出　中村 敬一 
合唱　大阪音楽大学合唱団　管弦楽　大阪音楽大学管弦楽団 

　２３日 
尾崎彰信 
小林　峻 
小玉　晃 
田丸　葵 
友田久美　白根奈  々
中　侑子　加藤真由美 
大島知子　吉田千恵 
板垣　望　伊藤　誓 
阪西潤美 
永岡美香 
佐野美代子 
加川えり子 
岩瀬昌弘 
矢野勇志 
北村僚真 
藤川晃史 

ザ・カレッジ・オペラハウス開館２０周年記念 

オペラ・ガラ・コンサート 

第１部　モーツァルト・シリーズ 
W.A.モーツァルト：歌劇「フィガロの結婚」 「コジ・ファン・トゥッテ」 
　　　　　　　　　 「ドン・ジョヴァンニ」 「魔笛」　より 

＜学生オペラ入場証のお申し込み方法＞ 
　往復はがきに①公演日＝１通１公演１人。両日ともの場合は２通で。②住所、
氏名（フリガナ）、電話番号記入。③返信用はがきの宛先欄を記入して下記
までお申し込みください。締め切り１月２６日（消印有効）。２月上旬返信予定。 
《申し込み・問い合わせ》 
　大阪音楽大学コンサート・センター「学生オペラ」係 
　　〒５６１-８５５５　豊中市庄内幸町１-１-８　1０６-６３３４-２２４２ 

松村禎三：歌劇「沈黙」　より 
C.オルフ：歌劇「賢い女」　より 
鈴木英明：歌劇「鬼娘恋首引」　より 

　開館２０周年を迎えたザ・カレッジ・オペラハウスは、世界的に
活躍する実力派指揮者、広上淳一氏を迎え、オペラハウスに
しかできないプログラムでガラ・コンサートをお届けします。第１
部はモーツァルトの不滅のオペラ４作。第２部は現代オペラに
果敢に挑戦し、オペラ界に一石を投じた２０世紀オペラ・シリー
ズから３作品。ソリストをつとめた歌手が勢ぞろいし、名場面を
よみがえらせます。第２部ではあっと驚く趣向をご用意しました
のでお楽しみに。 

指揮　広上淳一　管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団 
合唱　ザ・カレッジ・オペラハウス合唱団　制作統括　本田耕一 
制作担当　２部ナレーター　e橋浩子 
出演　青木耕平　荒田祐子　石橋栄実　井上敏典 
　　　老田裕子　尾崎比佐子　柏原保典　木澤佐江子 
　　　木村孝夫　清原邦仁　楠永陽子　小西潤子 
　　　小餅谷哲男　清水光彦　周江平　新川和孝　田中勉 
　　　田中友輝子　田中由也　田邉織恵　並河寿美 
　　　西垣俊朗　萩原次己　晴雅彦　福島紀子 
　　　福永修子　松岡重親　松岡剛宏　松田昌恵 
　　　松本薫平　森孝裕 

【キャスト】 
ザラストロ 
タミーノ 
弁者 
夜の女王 
パミーナ 
侍女１ 
侍女２ 
侍女３ 
少年１ 
少年２ 
少年３ 
パパゲーナ 
パパゲーノ 
モノスタトス 
甲冑の男１ 
甲冑の男２ 

３月５日（木）１８時３０分 
入場料　５０００円　小・中・高校生１０００円　指定席 

全　幕 
原語上演　字幕付 

＊当初お知らせした自由席から指定席へ変更になりました。 

第２部　20世紀オペラ 

オペラ物知り講座 第４期  
１月１３日（火）１８時３０分　ミレニアムホール 

男声（男性）の魅力　解き明かします 
その４　小餅谷哲男さんの場合 

講師　中村敬一 
演奏　テノール　小餅谷哲男　ソプラノ　田邉織恵　ピアノ　梁川夏子 
受講料１０００円　※事前に申し込みが必要です。 

第３４回 ミレニアムホール特別講座  
『メンデルスゾーン生誕２００年』 

２月２８日（土）１４時　ミレニアムホール 
２００９年はメンデルスゾーン生誕２００年の記念年。有名なヴァイオリン協奏
曲をはじめ、無言歌、二重唱曲集など、映像をまじえて多彩にご紹介します。 
講師　日下部吉彦 
演奏　ソプラノ　杉浦希未　アルト　増渕弥生　テノール　田中良和　
　　　バリトン　福嶋勲　ヴァイオリン　高森真貴子　ピアノ　富岡順子 
受講料　１,０００円　＊事前の申し込みが必要です。 
《申し込み・問い合わせ》エクステンション・センター 
1０６-６３３４-２２５１　FAX０６-６３３４-２５４２ 

大阪音楽大学卒業生による 若い芽のコンサート vol.15  
　　　近代歌曲とオペラの魅力 
～１９世紀末　芸術の都ウィーンより　２０世紀　新天地アメリカへ～ 
２月１４日（土）１４時　ミレニアムホール　５００円 
演奏　加藤かおり　中村展子　南奈緒　福嶋勲　西聡美 

大阪音楽大学出張講座 オペラ物知り講座 in ひこね vol.2 
『椿　姫』 

１月２５日（日）１４時　自由席　前売１５００円　当日２０００円 
ひこね市文化プラザ エコーホール 
［チケット取り扱い］ひこね市文化プラザチケットセンター　1０７４９-２７-５２００ 
お話・演出　中村 敬一 
ソリスト  田邉織恵  林育子  神田裕史  時宗務 
ピアノ  矢崎真理　 飯川弓恵 

２００９年度　演奏員募集　 
　大阪音楽大学では本学卒業生を対象に、２００９年度の演
奏員を募集します。募集ジャンルはポピュラー・インストゥルメ
ント（エレクトリック・ベース、ドラム、ピアノ）です。詳細は本学ホ
ームページをご覧ください。電話でのお問い合わせはエクス
テンション・センターまで。 
応募締切　２００９年１月１０日（土）　　　  1０６-６３３４-２２４９ 

大阪音楽大学音楽博物館 
〈ミュージアム・コンサート／セミナー・シリーズ〉 

時空を超えて…「スーパー リコーダー カルテット」 
２月１４日（土）１４時　音楽博物館 
入場料　１０００円　＊事前の申し込みが必要です。 
お話と演奏　藤田　 
演奏　秋山滋　北村正彦　松浦孝成 

「ブータンの仮面劇」 
３月１４日（土）１４時　音楽博物館 
入場料　１０００円　＊事前の申し込みが必要です。 
お話　西岡信雄 
演奏　伝統芸能団“プンツォ・ダヤン” 
《申し込み・問い合わせ》大阪音楽大学音楽博物館 
〒５６１-０８４１　豊中市名神口１-４-１　大阪音楽大学 Ｋ号館４階 
1０６-６８６８-１５０９　FAX０６-６８６５-１２２１ 

第６５回ミュージアム・コンサート 
 

第２７回ミュージアム・セミナー 
 

　２１日 
尾崎彰信 
橋本恵史 
小玉　晃 
大淵夕季 
川下喬子 
大　友美　森井美貴 
廣瀬　子　李　裕璃 
水野智絵 
梶原綾華 
松井里絵子 
糸井　彩 
川口りな 
西村圭市 
藤川晃史 
北村僚真 
矢野勇志 
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大
阪
・
塩
町
通
の
一
角
で
１
９
１
５

年
（
大
正
４
年
）
１０
月
に
産
声
を
上
げ

た
大
阪
音
楽
学
校
は
、
入
学
式
や
試
験
、

修
了
式
、
卒
業
式
も
な
い
塾
の
よ
う
な

存
在
で
し
た
。
御
大
典
奉
祝
唱
歌
の
応

募
曲
が
選
外
１
等
だ
っ
た
の
で
、
永
井

は
「
こ
れ
を
校
歌
に
し
よ
う
。
学
校
が

で
き
る
よ
り
先
に
校
歌
が
で
き
る
の
は

幸
先
が
よ
い
」
と
喜
び
、
１１
月
初
旬
に

自
ら
作
詞
。
今
も
歌
い
継
が
れ
る
校
歌

と
、
校
章
を
作
り
ま
し
た
。
年
の
暮
れ

に
は
東
京
音
楽
学
校
の
協
力
で
大
音
楽

会
を
催
す
な
ど
、
学
校
の
基
礎
固
め
に

邁
進
し
ま
し
た
。
　
　
（
文
中
敬
称
略
） 

　
学
校
の
定
員
は
本
科
６０
人
（
う
ち
男

子
２０
人
）
▽
普
通
科
３０
人
（
同
１０
人
）

▽
甲
種
師
範
科
３０
人
（
同
１０
人
）
▽
乙

種
師
範
科
３０
人
（
同
１０
人
）
▽
選
科
６０

人
（
同
２０
人
）
。
当
初
、
約
１
０
０
人

は
い
た
と
見
ら
れ
る
学
生
の
年
齢
は
ま

ち
ま
ち
。
経
歴
も
多
彩
で
小
学
校
の
先

生
が
多
く
、
文
部
省
検
定
に
合
格
し
た

い
と
意
欲
的
。
大
阪
府
立
清
水
谷
高
等

女
学
校
の
卒
業
生
は
東
京
音
楽
学
校
を

目
指
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
は
、
同
府
立

医
科
大
学
（
現
大
阪
大
学
医
学
部
）
の

学
生
や
画
家
、
芸
術
家
の
志
望
者
も
。 

　
随
時
入
学
制
な
の
で
、
新
入
生
が
多

い
の
は
１
月
、
４
月
、
９
月
。
こ
れ
ら

の
月
に
な
る
と
、
レ
ッ
ス
ン
は
初
め
か

ら
ま
た
や
り
直
し
。
「
コ
ー
ル
ユ
ー
ブ

ン
ゲ
ン
は
４
度
以
上
進
ん
だ
こ
と
は
な

く
、
い
つ
も
ま
た
２
度
か
ら
。
そ
れ
を

何
度
繰
り
返
し
た
こ
と
か
」
と
当
時
の

在
校
生
を
嘆
か
せ
ま
し
た
。
教
授
陣
は

最
初
、
校
長
の
永
井
（
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ

ュ
、
合
唱
、
オ
ル
ガ
ン
）
▽
広
山

省
二
（
楽
典
）
▽
両
角
龍
吉
、
田

中
清
二
、
大
場
勇
之
助
（
以
上
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
）
▽
牛
屋
龍
（
声
楽
）

▽
三
善
和
気
、
谷
と
し
（
以
上
ピ

ア
ノ
）
▽
佐
藤
籌
太
郎
（
マ
ン
ド
リ
ン
・

ギ
タ
ー
）
の
９
人
で
し
た
。 

　
音
楽
歴
は
東
京
音
楽
学
校
卒
業
者
、

陸
軍
第
四
師
団
（
大
阪
）
軍
楽
隊
出
身

者
、文
部
省
検
定
試
験
合
格
者
な
ど
様
々
。

ほ
と
ん
ど
が
女
学
校
、
中
学
校
の
教
諭

で
、
七
声
会
の
会
員
も
い
ま
し
た
。
ピ

ア
ノ
の
三
善
は
日
露
戦
争
以
来
、
全
国

で
流
行
し
た
「
戦
友
」
（
真
下
飛
泉
作

詞
）
の
作
曲
者
で
す
。
永
井
は
後
継
者

育
成
に
力
を
入
れ
、
永
井
潔
、
永
井
（
旧

姓
・
廣
瀬
）
八
重
子
ら
の
卒
業
生
を
東

京
音
楽
学
校
へ
進
学
さ
せ
ま
し
た
。
ま

た
、
永
井
（
同
・
片
山
）
静
子
、
立
花

ヒ
ロ
ら
何
か
の
事
情
で
上
京
で
き
な
か

っ
た
人
に
は
文
部
省
の
検
定
試
験
を
受

け
さ
せ
、
教
壇
に
迎
え
ま
し
た
。 

　
永
井
は
生
涯
に
約
３
２
０
曲
の
校
歌

を
作
曲
し
て
い
ま
す
が
、
御
大
典
奉
祝

唱
歌
に
応
募
し
た
曲
は
「
女
学
校
２
年

生
程
度
に
作
っ
た
の
だ
か
ら
、
児
童
に

は
程
度
が
高
す
ぎ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
し
た
」
と
話
し
、
「
当
選
曲
だ
っ

た
ら
全
国
で
歌
う
こ
と
に
な
る
が
、
選

外
で
あ
っ
た
の
を
幸
い
に
」
と
第
１
節

で
建
学
の
時
、
第
２
節
で
そ
の
精
神
を

う
た
っ
た
歌
詞
を
自
作
し
ま
し
た
。 

　
校
章
は
音
の
字
を
５
つ
組
み
合
わ
せ
、

紫
宸
殿
（
京
都
御
所
の
正
殿
）
の
左

近
の
桜
、
右
近
の
橘
を
あ
し
ら
い
、

大
阪
の
大
の
字
を
か
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
は
専
門
家
に
依
頼
し
た
と

い
わ
れ
、
男
子
は
制
服
と
制
帽
に
、

女
子
は
和
服
の
胸
に
校
章
を
付
け
ま

し
た
。
現
在
の
校
章
は
昭
和
２
年
ご
ろ
、

選
科
（
夜
間
）
の
学
生
が
考
案
し
た

も
の
で
す
。 

　
開
学
の
年
の
１２
月
８
日
、
永
井
は

東
京
音
楽
学
校
校
長
の
湯
原
元
一
に
「
音

樂
演
奏
願
」
を
出
し
て
い
ま
す
。
大

阪
音
楽
学
校
の
基
本
金
募
集
の
た
め
、

東
京
音
楽
学
校
の
職
員
、
生
徒
百
数

十
人
が
京
都
へ
演
奏
旅
行
す
る
際
、

大
阪
ま
で
足
を
延
ば
し
、
演
奏
会
を

開
い
て
ほ
し
い
と
要
請
。
同
２７
日
に

天
王
寺
公
会
堂
で
実
現
し
ま
し
た
。

昼
夜
２
回
公
演
で
四
部
合
唱
御
大
典

奉
祝
歌
（
文
部
省
選
定
）
な
ど
演
奏

し
た
の
は
二
十
数
曲
。 

　
「
東
京
音
樂
學
校
團
の
大
演
奏
會

は
（
中
略
）
階
上
階
下
溢
る
ゝ
計
り

の
聽
衆
に
て
」
（
１２
月
２８
日
付
大
阪

毎
日
新
聞
）
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
収
益
金
は
８
６
７
円
４９
銭
５
厘
で
、

主
催
し
た
大
阪
音
楽
学
校
楽
友
会
会

長
の
永
井
か
ら
校
長
永
井
に
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
楽
友
会
が
そ
の
後

の
学
校
運
営
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
ま
す
。 

校歌と校章 

〈４〉 

創
立
百
周
年
に
向
け
て 

左は初期のもの 右は現在の校章 

大阪音楽学校教員と七声会の会員。前列中央が永井幸次 

はや年末に大音楽会 

学
校
よ
り
先
に
で
き
た
校
歌 

オペラ物知り講座 
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シ
リ
ー
ズ
３
回
目
は
、
歌
手
と
し
て

今
ま
さ
に
旬
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

テ
ノ
ー
ル
の
松
本
薫
平
さ
ん
。
深
い
音

色
で
人
間
ド
ラ
マ
を
作
り
上
げ
る
彼
の

魅
力
に
迫
り
ま
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

梁
川
夏
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
、
オ
ペ
ラ

「
リ
ゴ
レ
ッ
ト
」
の
二
重
唱
「
殿
様
や

貴
族
で
な
い
方
が
い
い
の
…
」。
お
相

手
は
ソ
プ
ラ
ノ
の
三
村
浩
美
さ
ん
。
２

人
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
演
唱
が
会
場

を
圧
倒
し
ま
す
。 

　
オ
ペ
ラ
史
上
、
最
も
有
名
な
テ
ノ
ー

ル
歌
手
と
い
え
ば
イ
タ
リ
ア
の
エ
ン
リ

コ
・
カ
ル
ー
ソ
（
１
８
７
３
年
〜
１
９

２
１
年
）
。
そ
れ
ま
で
オ
ペ
ラ
の
中
心

人
物
は
ソ
プ
ラ
ノ
で
、
テ
ノ
ー
ル
は
プ

リ
マ
に
花
を
添
え
る
お
手
伝
い
の
よ
う

な
も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
カ
ル
ー
ソ

は
朗
々
と
歌
い
な
が
ら
プ
リ
マ
に
迫
っ

て
い
く
新
し
い
タ
イ
プ
の
テ
ノ
ー
ル
を

演
じ
、
プ
リ
モ
・
テ
ノ
ー
ル
誕
生
の
き

っ
か
け
を
つ
く
り
ま
し
た
。
時
代
は
ま

さ
に
プ
ッ
チ
ー
ニ
が
活
躍
し
た
こ
ろ
。

朗
々
と
歌
う
テ
ノ
ー
ル
が
や
が
て
定
着

し
、
こ
の
後
、
世
界
的
な
プ
リ
モ
と
い

わ
れ
る
人
た
ち
が
次
々
と
出
て
き
ま
す
。 

　
―
「
沈
黙
」
で
一
緒
に
お
仕
事
し
た

と
き
松
本
さ
ん
は
「
僕
の
声
は
飛
ば
な

い
声
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。 

　
声
で
は
随
分
悩
み
ま
し
た
。 

　
―
イ
タ
リ
ア
で
は
表
面
的
な
声

を
白
い
声
、
び
っ
し
り
と
詰
ま
っ

た
声
を
黒
い
声
と
い
い
ま
す
。
人

間
を
表
現
す
る
た
め
に
は
こ
の
黒

い
声
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
松
本
さ

ん
は
、
人
の
心
に
染
み
入
っ
て
く

る
、
ま
さ
に
黒
い
声
の
持
ち
主
で

す
。
声
楽
家
と
し
て
大
事
に
し
て

い
る
こ
と
は
。 

　
音
楽
の
中
で
言
葉
が
あ
る
の
は
歌
だ

け
。
気
持
ち
で
歌
い
た
い
で
す
ね
。 

　
―
彼
の
も
う
一
つ
の
す
ご
さ
は
言
葉

が
ち
ゃ
ん
と
聞
こ
え
て
く
る
こ
と
で
す
。

松
本
さ
ん
は
今
３９
歳
。
歌
い
手
と
し
て

こ
れ
か
ら
が
一
番
、
美
味
し
い
時
期
。

ど
う
成
熟
し
て
い
く
の
か
、
気
に
な
る

歌
い
手
さ
ん
の
一
人
で
す
。 

♪ 

　
松
本
さ
ん
は
ト
ー
ク
を
挟
ん
で
、「
カ

ル
メ
ン
」
の
ア
リ
ア
「
花
の
歌
」
、「
ト
ゥ

ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」
の
「
誰
も
寝
て
は
な

ら
ぬ
」
、「
椿
姫
」
の
二
重
唱
「
乾
杯
の
歌
」

な
ど
を
披
露
、観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
は
バ
ッ
ハ
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

が
活
躍
し
た
１
７
０
０
年
か
ら
後
の
過

去
３
０
０
年
の
音
楽
を
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
芸
術
音
楽
に
は
、
実
は
約
１
０

０
０
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
講
座
で

は
ヘ
ン
デ
ル
の
時
代
か
ら
さ
ら
に
何
百

年
の
と
こ
ろ
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

の
原
点
を
探
り
ま

す
。 

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

記
録（
楽
譜
）が
残

っ
て
い
て
メ
ロ
デ

ィ
ー
や
歌
詞
が
再

現
で
き
る
最
古
の

音
楽
は
、
信
仰
と

結
び
つ
い
た
中
世

の
「
祈
り
の
歌
」

で
し
た
。
ロ
ー
マ
・

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
礼
拝
の
た
め
に
歌

わ
れ
た
歌
で
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
人
の
心
を
引
き
入
れ
る
、

他
と
は
違
う
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
も
の
だ
か

ら
楽
譜
に
し
て
残
し
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。 

　
同
じ
時
代
、
日
本
に
も
宗
教
音
楽
が

存
在
し
て
い
ま
し
た
。
真
言
宗
な
ど
の

宗
教
儀
礼
、
「
声
明
」
が
そ
れ
で
す
。

経
典
を
読
み
上
げ
る
と
き
に
演
歌
の
こ

ぶ
し
の
よ
う
な
独
特
の
節
を
つ
け
て
歌

い
上
げ
る
の
が
特
徴
で
す
。
大
勢
の
人

が
一
斉
に
声
を
合
わ
せ
一
つ
の
節
を
歌

う
「
単
旋
律
」
の
ス
タ
イ
ル
で
す
が
、

声
の
微
妙
な
揺
れ
を
音
楽
と
し
て
聞
く

と
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

　
ユ
ダ
ヤ
教
や
キ
リ
ス
ト
教
の
典
礼
音

楽
も
ま
た
、
声
明
と
同
じ
様
に
全
員
が

声
を
合
わ
せ
、
語
尾
を
微
妙
に
伸
ば
し

た
り
、
抑
揚
を
つ
け
た
り
し
て
歌
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
声
を
合
わ
せ
る
と
い
う

行
為
に
は
特
別
な
力
を
発
揮
す
る
と
い

う
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

　
教
会
の
中
に
も
様
々
な
ア
イ
テ
ム
が

ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
か
ら
差
し
込
む
や
わ
ら
か
い

光
。
高
い
天
井
か
ら
出
る
残
響
は
エ
コ

ー
が
か
か
っ
た
よ
う
な
効
果
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
独
特
な
空
間
は
神
の
国
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
人
々
は
音
と
い
う
目
に
は

見
え
な
い
手
段
を
様
々
な
形
で
工
夫
し

な
が
ら
神
と
交
信
し
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
の

旋
律
は
、
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の
「
幻
想
交

響
曲
」
や
レ
ス
ピ
ー
ギ
の
「
ロ
ー
マ
の

松
」
の
中
に
も
見
ら
れ
ま
す
。 

　
　
　
♪ 

　
こ
の
「
西
洋
音
楽
史
」
は
白
石
知
雄

講
師
（
音
楽
学
）
が
「
は
び
き
の
市
民

大
学
」
で
行
っ
て
い
る
講
座
を
要
約
し

た
も
の
で
す
。
本
誌
で
は
こ
の
講
座
の

内
容
を
１０
回
に
渡
っ
て
掲
載
し
ま
す
。 

西洋音楽史（講師・白石知雄） 

はびきの市民大学・聴講記 ① 

男声（男性）の魅力 解き明かします 

中村 敬一 
そ
の
３ 

　
松
本
薫
平
さ
ん
の
場
合 

心に染みる黒い声 

第４期 オペラ物知物知り講座講座 オペラ物知り講座 

精
神
的
支
柱 

グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌 
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オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
学
生
４
人
が
演
奏
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
農
頭
奈
緒
さ

ん
（
大
２
）
は
Ｐ
・
ｄ
･
サ
ラ
サ
ー
テ
の
「
カ
ル
メ
ン
幻
想
曲
」
な
ど
２
曲
、
ソ
プ
ラ

ノ
の
田
丸
葵
さ
ん
（
大
学
専
攻
科
）
は
Ｓ
･
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
「
ヴ
ォ
カ
リ
ー
ズ
 
作

品
３４
の
１４
」
な
ど
５
曲
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
島
田
香
さ
ん
（
大
４
）
は
Ａ
・
メ
サ
ジ
ェ

の
「
コ
ン
ク
ー
ル
の
た
め
の
独
奏
曲
」
な
ど
２
曲
、
ピ
ア
ノ
の
上
原
慎
太
郎
さ
ん
（
大

３
）
は
Ｊ
･
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
の
「
シ
ャ
コ
ン
ヌ
」
な
ど
２
曲
を
発
表
し
ま
し
た
。
農
頭
さ

ん
は
「
二
十
歳
に
な
っ
て
初
め
て
の
演
奏
会
。
私
に
は
こ
の
舞
台
が
大
人
へ
の
出
発
点
」。
 

　２８組７６人の中からオーディションで選ばれた阪口歩さん、清水
美花さん（ピアノ二台四手、いずれも大４）ら８組３４人が四重唱や木
管五重奏、打楽器二重奏、金管五重奏、クラリネット六重奏などに
出演。聴衆から大きな拍手を受けました。 

　今仲明香さんがＪ.ウィリアムズの「バス・トロンボーンと
オーケストラのための協奏曲」、藤田紗織さんがＪ.イベー
ルの「フルート協奏曲」、小橋綾実さんがＣ.Ｍ.ｖ.ウェーバ
ーの「クラリネット協奏曲　第１番」を、持ち味を生かした
豊かな表現力で演奏しました。管弦楽は小田野宏之特
任教授指揮のオペラハウス管弦楽団。 

　清楚な二部合唱が初 し々い金静実、原霞、岡菜々子、
渡辺愛さん、迫力ある打楽器の独奏で聴衆を釘付けにし
た市川拓平さん、軽やかで躍動的なアンサンブルを聴かせ
たクラリネット二重奏の澤亜友美、中井美緒さんらオーディ
ションで選ばれた１２組２７人の短大生が出演し、ソロやアン
サンブルで演奏を披露しました。 

第20回ザ・コンチェルト・コンサート 
１１月１３日　オペラハウス 

 

１１月２１日　オペラハウス 
 

第１５回ジュニア・カレッジ・ 
コンサート 

第
１９
回
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
コ
ン
サ
ー
ト 
 

１１
月
１７
日
 

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
 

第8回ザ･カレッジ・アンサンブル・ 
コンサート １１月１０日　オペラハウス 
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オペラハウス管弦楽団 第４２回定期演奏会 
１１月３０日　ザ・カレッジ・オペラハウス 

　
桑
沢
美
南
さ
ん
と
根
本
み
ず
き
さ
ん

の
１
年
生
コ
ン
ビ
は
Ｗ･

Ａ･

モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の｢

２
台
の
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
協

奏
曲 

変
ホ
長
調 

Ｋ
・
３
６
５｣

、
金

子
剛
さ
ん
（
大
３
）
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲 

第
２０
番 

ニ
短
調 

Ｋ･

４
６
６
」
、
井
上
い
づ
み
さ
ん
（
大

３
）
は
Ｌ
・
ｖ･

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

｢

ピ
ア
ノ
協
奏
曲 

第
４
番 

ト
長
調 

作

品
５８｣

を
演
奏
。 

　
４
人
は
晴
れ
の
舞
台
で
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
こ
れ
か
ら
に
つ
な
が
る
貴

重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。 

　
選
抜
さ
れ
た
大
学
生
４
人
が
小
田
野
宏
之
特
任
教
授
の
指
揮
で

ザ･

カ
レ
ッ
ジ･

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
と
共
演
し
ま
し
た
。 

第
２３
回
ピ
ア
ノ
・
グ
ラ
ン
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト
 

　大阪音楽大学吹奏楽団（指揮・北

野徹教授）は１１月１６日、西宮市のア

ミティホールで催された「ブラス・

フェスティバル２００８」（同市、教委

など主催、大阪音楽大学協力）にゲ

スト出演し、P.クレストンの「プレ

リュードとダンス」など４曲を熱演し、

聴衆から大きな拍手を浴びました。 

　「音楽と出会うまち」をめざす同

市は吹奏楽の分野でも多くのバンド

が地域で活動。全国コンクールでも

優秀な成績を収める団体を輩出して

きました。この４月、中核市への移

行を機に、ますますの吹奏楽振興と

レベルアップを図ろうとブラス・フ

ェスティバルを計画。１５日には１３の

楽器ごとのクリニックも開かれ、同

市内の中学、高校の吹奏楽部員が本

学教員から専門的な指導を受けました。 

 

１１月１６日　アミティホール 

西宮でブラス・フェス 
本学吹奏楽団が出演 

１１
月
２０
日
　
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
  

　
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管

弦
楽
団
の
首
席
指
揮
者
、
チ
ャ
ン
・
ユ

ン
ス
ン
氏
の
指
揮
で
定
期
演
奏
会
が
開

か
れ
、
Ｌ
・
ｖ
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

「
序
曲 

レ
オ
ノ
ー
レ 

第
３
番
」
、
長

山
慶
子
准
教
授
の
フ
ル
ー
ト
で
Ｗ
・
Ａ
・

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
フ
ル
ー
ト
協
奏
曲

　
第
２
番
」
、
Ｊ
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
「
交

響
曲 

第
４
番
」
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。 

長
山
准
教
授
「
室
内
楽
的
か
つ
オ
ペ
ラ

テ
ィ
ッ
ク
な
作
品
で
、情
景
の
変
化
や
朗
々

と
歌
う
ア
リ
ア
、滑
稽
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

な
ど
楽
章
ご
と
に
オ
ペ
ラ
の
場
面
を
思

い
浮
か
べ
て
演
奏
し
ま
し
た
」 

チ
ャ
ン
氏
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
は
強

さ
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
に
は
深
さ
、
エ
ス
プ

レ
ッ
シ
ー
ヴ
ォ
な
表
現
を
求
め
ま
し
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
練
習
を
通
じ
て
ブ
ラ

ー
ム
ス
か
ら
多
く
を
新
た
に
見
出
し
、

変
化
し
た
と
思
い
ま
す
」 
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　「モーツァルトピアノ協奏曲 全曲演奏会 

ｖｏｌ.Ⅷ」（制作統括・川上孝子教授）が１１月

６日、ザ･カレッジ･オペラハウスで行われました。

油井美加子准教授と鳥居知行、星賀規子

両講師が小田野宏之特任教授の指揮する

オペラハウス管弦楽団と共演、モーツァルトの

足跡をたどりました。 

　曲目はモーツァルト自らが｢大協奏曲｣と呼

んだ｢第１５番 変ロ長調 Ｋ.４５０｣、彼が愛弟

子のために書いた「第１７番 ト長調 Ｋ.４５３」、

戦前、日本で最も愛されたといわれている｢第

２６番 ニ長調 Ｋ.５３７ 戴冠式｣。 

 

　
大
阪
音
楽
大
学
第
５１
回
定
期
演
奏
会
は

１２
月
５
日
１８
時
３０
分
か
ら
ザ･

シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
１
部
は
岸
幸
巨
さ
ん
（
０８
年
院
修
）

が
作
曲
し
た
委
嘱
作
品
「
雲
」（
朗
読
・
西

村
圭
市
さ
ん
＝
院
２
）、
続
い
て
前
田
恵
実

さ
ん（
０７
年
大
卒
）の
委
嘱
作
品
「L

y
ra

」

こ
と
座
物
語
〜
限
り
な
い
光
〜
（
バ
リ
ト

ン
独
唱
・
西
村
さ
ん
）
を
演
奏
。
ピ
ア
ノ

独
奏
は
丸
山
耕
路
さ
ん
（
０６
年
大
卒
）
で
、

Ｆ
・
リ
ス
ト
の
「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番 

変
ホ
長
調
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
岸
さ
ん
、

前
田
さ
ん
、
丸
山
さ
ん
の
３
人
は
日
本
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
上
位
入
賞
者
。
西
村
さ

ん
も
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
声
楽
部
門 

大

学
一
般
の
部
で
上
位
入
賞
し
て
い
ま
す
。 

第
２
部
は
本
学
管
弦
楽
団
（
指
揮
・
小
田

野
宏
之
特
任
教
授
）
が
Ａ
・
ブ
ル
ッ
ク
ナ

ー
の
大
作
「
交
響
曲 

第
４
番 

変
ホ
長
調
　

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」
（
ノ
ー
ヴ
ァ
ク
版
）

に
初
挑
戦
し
ま
し
た
。 

岸さん　私としては新
しい試みでした。いつも
は真っ黒に書くのです
が、今回は本質だけを
残して、真っ白に書くの
に苦労しました。 
 
前田さん　今まで聴衆
の一人でしかなかった
大学定期演奏会に、自
分自身がかかわること
が出来て本当にうれし
く思いました。 
 
丸山さん　２日前に大
阪フィルとショパンを共
演したばかりなので大
変でしたが、私の持て
る力を出し切り弾かせ
ていただきました。 
 
西村さん　古典派とか
ロマン派などの曲ばか
りだったのが、現代のし
かも同期の人らの作品
を本人の前で歌うので、
やはり緊張しました。 
 
小田野特任教授　特
別なプログラムだった
ので、学生たちが面食
らったところもあったと
思いますが、コーラス、
歌のソロもがんばり、曲
の良さを伝えることが
出来たと思います。丸
山君は立派な演奏をし
てくれました。ブルック
ナーも本番では本当に
よくやってくれました。 
 

祭参加公演 

モーツァルトピアノ協奏曲 全曲演奏会 ｖｏｌ.Ⅷ 秀賞 
奏会 

夜 の 夢  

ブルックナーの大作に初挑戦 

大阪音楽大学 

第51回定期演奏会 
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　２００７年度大阪音楽大学音楽学部
最優秀賞受賞者演奏会「第５回ザ･ロ
ーレル・コンサート」は１０月３０日１９時か
ら大阪市中央区のいずみホールで開
かれ、３人が出演しました。 
　田真希さん（院１・ピアノ）はＦ.ショパ
ンの「ピアノ・ソナタ　第３番　ロ短調
　作品５８」を演奏。「舞台に出て行っ
た瞬間、聴衆の皆さんの大きな拍手に
迎えられ、本当に気持ちがよかったです。
演奏はまだまだ未熟なことは分かりま
すが、精いっぱいの演奏が出来、満足
です」 
　大u友美さん（大専・ソプラノ）はＧ.Ｆ.

ヘンデルのオペラ「アタランタ」より『い
としい森』、Ｓ.バーバーの「雨は降り続く」
などバロックから９０年代のものまで幅
広く披露。「最初は緊張しましたが、歌
っているうちにだんだん気持ちを集中
することができ、楽しく歌うことができま
した」 
　山下真里子さん（０８年大卒・サクソ
フォーン）はアンサンブルのすばらしさ
を伝えたい、とＲ.ブートリーの「ディヴェ
ルティメント」などを選曲。「ちょっと興奮
しました。リハーサルとは響きが違うの
でびっくりしましたが、すごくいいホール
なので、まったく問題はありませんでした」 
 

　
第
４２
回
オ
ペ
ラ
公
演
―
２０
世
紀
オ
ペ
ラ
・
シ
リ

ー
ズ
「
真
夏
の
夜
の
夢
」
（
Ｂ
・
ブ
リ
テ
ン
作
曲
、

全
３
幕
）
は
１０
月
１１
日
と
１３
日
、
ザ･
カ
レ
ッ
ジ
・

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
２０
年
度

文
化
庁
芸
術
祭
参
加
公
演
で
、
両
日
と
も
ほ
ぼ
満

員
で
し
た
。 

　
原
作
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
同
名
の
喜
劇
。
ア

テ
ネ
の
森
を
舞
台
に
、
妖
精
の
悪
戯
に
出
あ
っ
た

た
め
に
人
間
た
ち
が
と
ん
だ
騒
動
に
巻
き
込
ま
れ

る
物
語
。
観
ど
こ
ろ
は
実
力
派
の
歌
手
た
ち
に
若

手
が
ど
の
よ
う
な
歌
唱
を
繰
り
広
げ
る
か
で
、
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
を
指
揮
し
た
チ
ャ
ン
・
ユ

ン
ス
ン
さ
ん
は
「
初
日
は
緊
張
し
て
い
る
人
か
多

か
っ
た
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
良
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

２
日
目
は
慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
良
い
と

こ
ろ
と
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。 

　
初
日
は
土
曜
日
、
２
日
目
は
祝
日
で
、
と
も
に

昼
間
の
公
演
。
中
日
の
日
曜
日
は
大
津
・
び
わ
湖

ホ
ー
ル
で
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
「
サ
ロ
メ
」
を

鑑
賞
、
一
泊
し
て
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
た
関
東

か
ら
の
聴
衆
の
姿
が
目
を
引
き
ま
し
た
。 

　Ｌ.ｖ.ベートーヴェンのヴァイオリン･ソナタ全１０曲が 

２００年の時を越え、ザ・カレッジ･オペラハウスによみが

えりました。１１月９、１６日に行われた演奏会は日本を代

表する世界的ヴァイオリニスト･前橋

汀子教授と国際的ピアニスト･江口

玲氏の真剣勝負。 

　山場は２日目最後の｢第９番 クロイ

ツェル｣。第１楽章はこれまでの曲と

は違い、異種格闘技のような協奏曲

的二重奏。ヴァイオリンとピアノが全

力で張り合う、その激しさに会場はベ

ートーヴェンの魂が演奏者に乗り移

ったかのような錯覚さえ覚えました。 

20世紀オペラ・シリーズ 

文化庁芸術祭

第5回ザ･ローレル・コンサート 07年度最優秀
受賞者演奏

真 夏 の

～ベートーヴェン ヴァイオリン･ソナタ全曲演奏会～ 
前橋汀子リサイタル 

実
力
派
に
若
手
体
当
た
り 



vol.203

12

　
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
心
を
し

っ
か
り
と
つ
か
み
ま
し
た
―
―
私
た
ち

大
学
専
攻
科
生
２６
人
は
学
修
の
成
果
を

学
外
で
発
揮
す
る
特
別
演
奏
実
習
と
し

て
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
。
１０

月
１１
日
に
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び
き
の（
羽
曳
野 

市
）、
１１
月
１９
日
に
洲
本
市
文
化
体
育

館
文
化
ホ
ー
ル
（
淡
路
島
）
で
そ
れ
ぞ

れ
開
催
し
ま
し
た
。 

　
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び
き
の
で
は
サ
ッ
ク
ス
、

合
唱
、
ピ
ア
ノ
連
弾
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
独
奏
や
ピ
ア
ノ
１
台
を
５
人
で
ロ
ー

リ
ン
グ
演
奏
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
プ

レ
イ
も
。
淡
路
島
で
は
第
１
部
が
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ピ
ア
ノ

連
弾
、
重
唱
や
合
唱
。
第
２
部
は
日
本

語
と
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
演
奏
。
ア
ン
コ
ー
ル
は

「
ふ
る
さ
と
」
を
学
生
全
員
と
お
客
様

が
一
緒
に
な
っ
て
歌
い
ま
し
た
。 

　
両
日
と
も
お
客
様
か
ら
温
か
い
拍
手

と
感
動
の
言
葉
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は

今
後
の
私
た
ち
に
と
り
大
き
な
財
産
と

な
り
ま
し
た
。 

　
若
い
芽
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
１０
月
１８
日

と
１１
月
１５
日
に
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
で

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
１０
月
１８
日
は
「
バ
ロ
ッ
ク
時
代
は
、

た
て
笛
も
よ
こ
笛
も
フ
ル
ー
ト
で
し 

た
」
と
リ
コ
ー
ダ
ー
奏
者
の
山
本
佳
美

さ
ん
が
、
当
時
花
形
楽
器
だ
っ
た
リ
コ

ー
ダ
ー
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
呼
び
名

を
紹
介
。
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
小
林
咲
喜
子

さ
ん
、
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ダ
・
ガ
ン
バ
の
扇

能
沙
苗
さ
ん
と
テ
レ
マ
ン
の
ト
リ
オ
・

ソ
ナ
タ
な
ど
典
雅
な
古
楽
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
を
披
露
。
続
い
て
大
塚
由
貴
さ
ん
の

フ
ル
ー
ト
、
藤
井
快
哉
講
師
の
ピ
ア
ノ

で
、
「
ミ
ニ
ヨ
ン
」
や
「
カ
ル
メ
ン
」

な
ど
、
オ
ペ
ラ
の
名
曲
を
フ
ル
ー
ト
用

に
編
曲
し
た
作
品
が
華
や
か
に
演
奏
さ

れ
ま
し
た
。 

　
１１
月
１５
日
は
「
詩
」
を
ロ
マ
ン
テ
ィ

ッ
ク
な
旋
律
に
、
「
踊
り
」
を
は
じ
け

る
リ
ズ
ム
に
託
し
た
３
組
の
ジ
ョ
イ
ン

ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
。
木
村
彩
乃
さ
ん
が

ピ
ア
ノ
独
奏
で
シ
ョ
パ
ン
の
「
バ
ラ
ー

ド
第
３
、
４
番
」
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

田
久
保
友
妃
さ
ん
と
ピ
ア
ノ
の
井
上
千

瑞
さ
ん
が
シ
ョ
ー
ソ
ン
の
「
詩
曲
」
を

演
奏
。
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
の
西
尾
麻
貴
さ

ん
と
松
本
幸
子
さ
ん
が
、
ブ
ラ
ー
ム
ス

や
ミ
ヨ
ー
ら
の
作
品
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

　
第
２２
回
新
作
展
で
は
、
審
査
で
選
ば

れ
た
８
作
品
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。 

　
前
半
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
濃
密
な
ロ

マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
た
た
え
た

旋
律
を
奏
で
る
雫
川
貴
博
さ
ん

＝
写
真
左
下
＝
の
「
弦
想
曲
」
、

中
村
徹
さ
ん
の
２
本
の
フ
ル
ー

ト
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
流
麗
な
「
Ｂ

Ａ
Ｃ
Ｈ
の
名
に
よ
る
幻
想
曲
」

に
続
い
て
、
浮
遊
す
る
感
覚
を

や
わ
ら
か
な
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム

と
テ
ュ
ー
バ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
つ
づ

っ
た
内
兼
久
康
美
さ
ん
の
「D

rift 
in
 

th
e 
A
ir

」
、
三
島
由
紀
夫
の
詩
を
バ

リ
ト
ン
独
唱
と
弦
楽
四
重
奏
で
苛
烈
に

描
い
た
坂
田
拓
也
さ
ん
の
「
火
」
「
沐

浴
」
。 

　
後
半
は
フ
ル
ー
ト
と
刻
々
と
移
り
変

わ
る
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
巧
み
な
山
本

真
理
子
さ
ん
の
「D

eliriu
m

」
、
対
照

的
な
主
題
を
清
澄
な
弦
楽
三
重
奏
で
融

和
さ
せ
た
手
柴
里
美
さ
ん
の
「T

h
e 

D
ou
b
le-T
h
in
k

」
、
森
に
飛
び
交
う
鳥

の
気
配
を
フ
ル
ー
ト
で
繊
細
に
表
現
し

た
杉
本
悠
さ
ん
の
「
森
の
鳥
」
、
チ
ェ

ロ
の
ポ
ル
タ
メ
ン
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

の
妖
し
い
音
色
が
題
名
と
な
っ
た
媚
薬

を
香
り
立
た
せ
る
松
本
栄
成
さ
ん
の
「
サ

テ
ュ
リ
オ
ン
」
が
そ
れ
ぞ
れ
演
奏
さ
れ

ま
し
た
。 

大専代表　石井晶子記 第２２回新作展 

審査で選ばれた 
8つの作品演奏 

羽
曳
野 

淡
路
島 

心
つ
か
ん
だ
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト 

若い芽のい芽のコンサート 若い芽のコンサート ミレニアム ホール ミレニアム ホール 

10月18日 10月18日 

11月15日 11月15日 
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ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
ソ
ロ
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
奏
者
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
・
フ
ッ
ク
ス

さ
ん
が
１１
月
２８
日
、
中
村
孝
義
学
長
を

表
敬
訪
問
。
学
長
室
で
懇
談
後
、
大
学

第
５１
回
定
期
演
奏
会
に
向
け
て
Ｏ
号
館

で
練
習
し
て
い
た
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
授
業
を
見
学
し
ま
し
た
。 

　
フ
ッ
ク
ス
さ
ん
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
生

ま
れ
。
１９
歳
で
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ォ
ル
ク

ス
オ
ー
パ
ー
・
ソ
ロ
奏
者
。
９３
年
か
ら

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
で
活
躍
し
て
い
る

世
界
的
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
す
。
ベ
ル
リ
ン
・

フ
ィ
ル
は
３
年
ぶ
り
の
来
日
。
１１
月
２３

日
の
川
崎
を
皮
切
り
に
東
京
、
大
阪
、

西
宮
、
岡
山
の
５
都
市
で
７
公
演
あ
り
、

大
阪
公
演
は
１１
月
２９
日
。 

　
フ
ッ
ク
ス
さ
ん
は
２８
日
１５
時
半
ご
ろ
、

大
阪
公
演
を
前
に
、
ザ･

カ
レ
ッ
ジ
・

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
の
吉
延
勝
也

さ
ん
と
来
学
。
中
村
学
長
の
案
内
で
Ｏ

号
館
へ
。
練
習
中
の
学
生
に
「
２９
日
の

ゲ
ネ
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
。
全
員
Ｏ
Ｋ

で
す
」
と
約
束
。 

　
学
生
に
と
っ
て
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ

ィ
ル
の
ゲ
ネ
見
学
と
い
う
ま
た
と
な
い

機
会
。
２９
日
は
３６
人
が
ザ･

シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
を
訪
れ
ま
し
た
。
学
生
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
、
仁

科
秀
隆
さ
ん
（
大
４
・
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
）
は
「
Ｃ
Ｄ
を
聴
き
ま

し
た
が
、
実
際
の
サ
ウ
ン
ド
は
想
像
を

は
る
か
に
超
え
て
い
ま
し
た
。
自
由
で

仲
の
よ
い
ゲ
ネ
の
雰
囲
気
は
楽
し
く
、

い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。 

　
本
学
学
生
の
皆
さ
ん
は
交
換
留
学
の

提
携
校
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
０８
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
海
外
留
学
助
成

金
制
度
」
で
す
。
提
携
し
て
い
る
大
学

ま
た
は
音
楽（
学
）院
に
半
年
あ
る
い
は

１
年
間
留
学
を
希
望

す
る
学
生
を
対
象
に

審
査
し
、
対
象
者
に

助
成
金
を
支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

詳
細
は
学
務
セ
ン
タ
ー
へ
。 

　
提
携
校
は
現
在
、
韓
国
・
啓
明
大
学

校
音
楽
・
舞
台
芸
術
大
学
、
中
国
・
上

海
音
楽
学
院
、
ド
イ
ツ
・
デ
ト
モ
ル
ト

音
楽
大
学
の
３
校
で
す
が
、
広
げ
て
い

く
方
針
で
す
。
支
給
額
と
人
数
は
１
年

間
が
１
人
総
額
１
０
０
万
円
で
２
人
以

内
、
半
年
間
が
同
６０
万
円
で
４
人
以
内
。

申
込
資
格
は
大
学
が
１
〜
３
年
で
、
０８

年
度
専
攻
実
技
（
音
楽
学
専
攻
は
音
楽

学
演
習
）の
成
績
が「
秀
」

で
、
か
つ
学
科
成
績

が
優
秀
な
学
生
。
短

大
は
１
年
で
第
２
セ
メ
ス
タ
ー
の
専
攻

実
技
の
成
績
が
「
秀
」
で
か
つ
全
科
目

の
平
均
成
績
が
優
秀
な
学
生
。 

　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

（
１
年
間
と
半
年
間
留
学
の
同
時
申
請

は
不
可
）。
募
集
期
間
は
０９
年
２
月
１２

日
〜
３
月
５
日
で
平
日
は
１０
時
〜
１７
時
、

土
曜
日
は
１０
時
〜
１３
時
（
た
だ
し
最
終

日
は
１０
時
〜
１５
時
１５
分
）
。
成
績
表
に

つ
い
て
は
３
月
下
旬
に
配
布
予
定
で
す
。

申
込
時
点
で
の
成
績
確
認
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
皆
さ
ん
の
判
断
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。 

   

　
０８
年
度
大
阪
音
楽
大
学
奨
学
制
度
に

基
づ
く
大
学
と
短
大（
新
一
年
生
対
象
）

の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
奨
学
金
、
そ
れ
に

大
専
と
短
専
各
奨
学
金
の
給
付
確
認
書

授
与
が
１０
月
７
日
、
Ａ
号
館
２
階
会
議

室
で
あ
り
、中
村
孝
義
学
長
が
大
学
４

人
、大
専
２
人
、短
大
３
人
、短
専
１
人

の
計
１０
人
に
確
認
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
制
度
は
新
入
生
が
対
象
で
、
申

請
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
大
学
、
短
大

生
各
に
各
５０
万
円
、
大
専
、
短
専
生
各

２０
万
円
の
奨
学
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

適
用
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。 

【
大
学
】
前
田
満
（
声
楽
）、
根
本
み

ず
き
（
ピ
ア
ノ
）、
鷹
羽
萌
子
（
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
）、
　
崎
真
央
（
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
）【
大
専
】
大
　
友
美
（
声
楽
）、

田
丸
葵
（
同
）【
短
大
】
澤
真
紀
（
声

楽
）、
外
山
舞
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）、

浦
田
友
実
（
電
子
オ
ル
ガ
ン
）【
短
専
】

田
中
千
暁
（
声
楽
） 

○
は
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

練
習
を
見
学
す
る
フ
ッ
ク

ス
さ
ん 

○
は
中
村
学
長
を
表
敬
訪
問

し
握
手
。 

上 下 

若い芽のコンサート ミレニアム ホール 

10月18日 

11月15日 

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
の
フ
ッ
ク
ス
さ
ん（
　  

）来
学 

ク
ラ
リ 

ネ
ッ
ト 

学
長
を
表
敬
訪
問 

学
生
ら
は
ゲ
ネ
を
見
学 

交
換
留
学
の
提
携
校
を
知
っ
て
い
ま
す
か 

２
月
１２
日
〜
３
月
５
日 

希
望
学
生
の
申
込
受
付 
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
ら
に 

奨
学
金
の
給
付
確
認
書 
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音
楽
の
宝
石
箱
〜
様
々
な
輝
き
と
の
出
あ
い
〜
（
共
催
・
学
校
法
人
大
阪
音
楽
大

学
、
高
槻
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
は
１０
月
３１
日
か
ら
１２
月
５
日
ま
で
に
計
５
回
、

同
セ
ン
タ
ー
で
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
１１
月
７
日
は
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
本
学
音

楽
博
物
館
の
見
学
も
あ
り
ま
し
た
。
受
講
し
た
の
は
延
べ
３
８
３
人
で
し
た
。 

　
国
王
付
き
音
楽
家
に
よ
る
楽
団
は
３

つ
あ
り
、
シ
ャ
ペ
ル
付
き
楽
団
は
国
王

の
た
め
の
ミ
サ
や
宗
教
儀
式
の
典
礼
の

音
楽
を
作
曲
、
演
奏
。
大
エ
キ
ュ
リ
付

き
楽
団
は
ル
イ
１４

世
の
豪
華
な
祝
祭
、

儀
式
な
ど
野
外
で

の
演
奏
を
担
当
。

シ
ャ
ン
ブ
ル
付
き

楽
団
は
宮
廷
バ
レ

エ
や
儀
式
、
祝
祭

日
に
は
国
王
の
晩

餐
会
で
演
奏
し
ま

し
た
。 

　
次
い
で
、
当
時
使
わ
れ
て
い
た
楽
器

か
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
（
嵯
峨
山
講
師
＝

写
真
左
）
、
フ
ル
ー
ト
＝
フ
ラ
ウ
ト
・

ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ソ
（
堀
古
昭
子
さ
ん
＝
同

中
央
）
、
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ダ
・
ガ
ン
バ
（
頼

田
麗
さ
ん
＝
同
右
）
を
紹
介
し
、
Ｆ
・

ク
ー
プ
ラ
ン
の
「
新
し
い
コ
ン
セ
ー
ル

『
劇
場
風
』
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

　
Ｇ･

ビ
ゼ
ー
の
オ
ペ
ラ｢

カ
ル
メ
ン｣

は
１
８
７
５
年
に
パ
リ
で
初
演
さ
れ
ま

し
た
が
、
余
り
に
も
刺
激
的
で
主
役
の

女
性
が
ジ
プ
シ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

観
客
の
不
評
を
買
い
、
散
々
で
し
た
。 

　
と
こ
ろ
が
、
失
敗
は
初
演
だ
け
。
２

回
目
か
ら
は
、
不
道
徳
さ
や
不
適
切
さ

が
か
え
っ
て
評
判
を
呼
び
、
観
衆
が
増

え
続
け
ま
す
。
初
演
の
３
カ
月
後
に
は

ビ
ゼ
ー
が
死
亡
。
公
演
は
こ
の
間
３３
回

に
の
ぼ
り
、
今
で
は
世
界
中
で
最
も
人

気
の
あ
る
作
品
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
作
品
解
説
の
後
は
、
石
橋
栄
実
さ
ん
、

小
餅
谷
哲
男
さ
ん
、
迎
肇
聡
さ
ん
も
登

場
。
佐
藤
明
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
「
ハ

バ
ネ
ラ
」
や
「
闘
牛
士
の
歌
」
な
ど
を

歌
い
、
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
尺
八
は
ま
ず
構
え
が
重
要
。
そ
し
て
、

集
中
力
を
高
め
、
唇
の
形
を
き
れ
い
に

す
る
。
つ
ま
り
、
基
礎
を
し
っ
か
り
確

立
し
た
後
に
、
楽
器
を
自
由
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
す
。
　 

　
そ
の
構
造
は
独
特
で
、
自
分
の
唇
か

ら
飛
び
出
し
た
息
が
あ
る
時
間
、
空
間

を
飛
び
楽
器
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
に

視
点
を
置
く

こ
と
が
大
事

で
す
。
尺
八

は
息
を
つ
く

り
終
わ
る
と
、

音
は
短
い
時

間
な
が
ら
し

ば
ら
く
し
て

か
ら
鳴
り
ま

す
。
自
分
の
出
来
る
こ
と
は
息
を
つ
く

る
こ
と
だ
け
と
考
え
る
べ
き
で
す
。
そ

の
息
の
中
に
い
い
構
え
と
か
、
い
い
音

を
出
す
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が

含
ま
れ
る
、
と
説
明
し
、
「
打
波
の
曲
」

「
鶴
の
巣
籠
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

 
　
南
北
戦
争
以
前
の
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ

に
は
、
当
時
こ
の
地
を
統
治
し
て
い
た

フ
ラ
ン
ス
人
と
黒
人
の
混
血
、
ク
レ
オ

ー
ル
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。

彼
ら
に
は
白
人
並

み
の
身
分
が
与
え

ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
北
軍
の
勝
利

で
奴
隷
制
度
が
廃

止
さ
れ
る
と
扱
い

は
一
変
。
ク
レ
オ

ー
ル
は
他
の
黒
人

同
様
、
人
種
差
別

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
生
活
に
困
っ
た
彼
ら
は
軍
楽
隊
崩
れ

や
廃
品
と
な
っ
た
楽
器
を
手
に
し
た
黒

人
た
ち
と
融
合
し
、
紅
灯
街
で
演
奏
を

始
め
ま
し
た
。
黒
人
の
魂
の
叫
び
。
こ

れ
が
ジ
ャ
ズ
の
起
源
だ
っ
た
の
で
す
。 

　
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
河
村
講
師
と
そ
の

仲
間
た
ち
が
北
軍
の
軍
歌｢

リ
パ
ブ
リ

ッ
ク
賛
歌｣

や
「B

A
S
IN
 
S
T
R
E
E
T
 

B
L
U
E
S

」
な
ど
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

 

　
上
へ
、
上
へ
と
向
か
う
西
洋
音
楽
の

リ
ズ
ム
。
そ
れ
を
体
で
感
じ
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い

い
で
し
ょ
う
？

　
リ
ズ
ム
を

感
じ
る
の
に

大
事
な
体
の

部
分
は
、
ず

ば
り
”腰

“。

打
楽
器
奏
者

の
小
谷
康
夫

 

音
楽
・
心
の
旅
２２
 

音
楽
の
宝
石
箱
〜
様
々
な
輝
き
と
の
出
あ
い
〜 

共
催
　
　
大
阪
音
楽
大
学
　
高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

学
校 

法
人 

宮
廷
の
音
楽
会
へ
よ
う
こ
そ 

１０
月
３１
日
　
嵯
峨
山
　庸
子
講
師 

尺
八
の
神
秘 

１１
月
２１
日
　
田
嶋
　直
士
講
師 

ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
ス
タ
イ
ル 

　
ジ
ャ
ズ
の
楽
し
み 

１１
月
２８
日
　
河
村
　直
樹
講
師 

『
あ
た
ま
』で
な
く『
か
ら
だ
』で 

音
楽
を
感
じ
る
方
法 

１２
月
５
日
　
小
谷
　康
夫
講
師 

カルメンの世界へ 
　　　　ようこそ 
１１月１４日　荒田　祐子講師 
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大
阪
音
楽
大
学
開
放
講
座
「
音
楽
・
心
の
旅
２２
」（
主
催
・
豊
中
市
中
央
公
民
館
、

学
校
法
人
大
阪
音
楽
大
学
）は
１０
月
１６
日
か
ら
１１
月
１３
日
ま
で
の
間
、計
４
回
に
わ
た

っ
て
同
公
民
館
４
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
延
べ
２
１
４
人
が
受
講
し
ま
し
た
。 

講
師
が
、
手
拍
子
や
ジ
ャ
ン
プ
を
通
し

て
、
受
講
者
に
リ
ズ
ム
を
体
で
感
じ
る

手
ほ
ど
き
を
。
次
い
で
マ
リ
ン
バ
や
ヴ

ィ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
、
ド
ラ
ム
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
打
楽
器
の
持
つ
サ
ウ
ン
ド
や
リ
ズ

ム
・
パ
タ
ー
ン
を
紹
介
。
卒
業
生
の
福

井
鈴
、
真
田
千
依
、
瀧
住
ま
ど
か
、
山

縣
雅
志
さ
ん
と
リ
ズ
ム
が
軽
快
な
モ
ス

コ
フ
ス
キ
ー
の
「
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
ダ
ン

ス
」
、
リ
ズ
ム
の
揺
れ
、
ア
ゴ
ー
ギ
グ

が
特
徴
的
な
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
「
誰
も
寝

て
は
な
ら
ぬ
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

　
日
本
の
音
楽
劇
は
１
２
０
年
前
の
明

治
時
代
に
始
ま
り
ま
し
た
。
１
９
１
１

年
に
誕
生
し
た
帝
国
劇
場
で
は
歌
舞
伎

の
合
間
に
オ

ペ
ラ
も
上
演
。

｢

今
日
は
三

越
、
明
日
は

帝
劇｣

と
い

う
言
葉
が
当

時
の
流
行
語

に
な
り
ま
し

た
。 

　
大
正
時
代
に
は
浅
草
オ
ペ
ラ
や
少
女

歌
劇
の
お
伽
歌
劇
が
次
々
登
場
。
レ
ビ

ュ
ー
は
日
本
中
を
席
巻
し
ま
し
た
。
６０

年
代
に
始
ま
っ
た
宝
塚
歌
劇
の
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
作
品
は
空
前
の
大
ヒ
ッ
ト
。

こ
れ
を
機
に
、
新
た
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ブ
ー
ム
が
列
島
を
駆
け
巡
り
ま
す
。 

　
宝
塚
出
身
の
真
仲
ひ
か
る
さ
ん
が
七

ッ
谷
ゆ
み
さ
ん
の
伴
奏
で
「
サ
ウ
ン
ド
・

オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
な
ど
を
熱
唱

し
ま
し
た
。 

　
〝
ご
ら
ん
よ
坊
や
　
あ
の
海
を
〞
と

優
し
く
呼
び
か
け
る
「
母
の
歌
」
。
今

で
は
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
た
昭
和
の
国

民
歌
謡
で
す
。
テ
ノ
ー
ル
の
西
垣
俊
朗

講
師
が
、
明
治
か
ら
平
成
ま
で
時
代
を

映
す
名
曲
の
中
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
歌

い
継
ぎ
た
い
曲
と
し
て
「
七
里
ガ
浜
の

哀
歌
」
「
宵
待
草
」
「
長
崎
の
鐘
」
「
神

戸
わ
が
夢
の
ま
ち
」
な
ど
１６
曲
を
、
ソ

プ
ラ
ノ
の
影
山
貴
美
子
さ
ん
、
ピ
ア
ノ

の
佐
田
め
ぐ
み
さ
ん
と
演
奏
し
ま
し
た
。

ま
た
「
恋
は

や
さ
し
野
辺

の
花
よ
」
を

用
い
て
明
治

の
ノ
ン
ビ
ブ

ラ
ー
ト
、
大

正
の
ち
り
め

ん
ビ
ブ
ラ
ー

ト
、
昭
和
の

演
歌
調
ビ
ブ
ラ
ー
ト
と
典
型
的
な
歌
唱

法
を
再
現
。
作
風
と
歌
唱
法
の
両
面
か

ら
時
代
の
変
遷
を
た
ど
り
ま
し
た
。 

　
テ
ノ
ー
ル
に
は
声
の
密
度
に
よ
っ
て

レ
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
か
ら
リ
リ
コ
、
ス
ピ
ン

ト
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
コ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な

種
類
が
あ
り

ま
す
。
『
セ

ヴ
ィ
リ
ア
の

理
髪
師
』
の

伯
爵
な
ら
レ

ッ
ジ
ェ
ー
ロ
、

『
ア
イ
ー
ダ
』

の
ラ
ダ
メ
ス

な
ら
リ
リ
コ

と
い
う
よ
う
に
、
オ
ペ
ラ
の
役
柄
に
ふ

さ
わ
し
い
声
が
選
ば
れ
ま
す
。
ヒ
ー
ロ

ー
を
演
じ
華
や
か
に
見
え
よ
う
と
も
、

人
間
の
限
界
に
迫
る
高
音
を
、
裏
声
と

表
の
声
を
混
ぜ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
用
い

て
命
を
削
っ
て
歌
い
、
舞
台
袖
で
震
え

る
ほ
ど
緊
張
し
て
い
る
、
と
小
餅
谷
哲

男
講
師
が
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
本
音
を
ち

ら
り
。
越
坂
ゆ
か
り
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
、

『
ト
ス
カ
』
の
「
星
は
輝
き
」
な
ど
オ

ペ
ラ
の
ア
リ
ア
を
熱
唱
し
ま
し
た
。 

　
１３
絃
の
箏
が
１
３
０
０
年
前
の
奈
良

時
代
、
中
国
か
ら
伝
来
。
江
戸
時
代
に

八
橋
検
校
が
陰
音
階
を
使
っ
た
「
平
調

子
」
を
考
案
。

「
六
段
の
調
」

を
含
む
段
物

や
箏
曲
組
歌

を
作
曲
し
、

現
在
の
箏
曲

の
基
礎
を
確

立
し
ま
し
た
。 

　
三
味
線
は

１６
世
紀
に
中
国
か
ら
琉
球
（
沖
縄
）
を

経
て
堺
に
入
り
、
改
良
さ
れ
ま
し
た
。

地
歌
は
江
戸
時
代
に
上
方
で
演
奏
さ
れ

た
三
味
線
に
よ
る
家
庭
音
楽
で
、
端
唄

物
や
手
事
物
が
生
ま
れ
、
京
風
手
事
物

が
大
流
行
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
宮
城
道
雄
は
地
歌
の
手
事
物

や
歌
曲
、
箏
曲
童
謡
な
ど
を
手
が
け
た

天
才
作
曲
家
。
　
岡
講
師
は
こ
れ
ら
の

解
説
を
挟
ん
で
「
六
段
の
調
」
「
鶴
の

声
」
「
夕
顔
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

音
楽
・
心
の
旅

音
楽
・
心
の
旅
２２
 

音
楽
・
心
の
旅
２２
 

帝
劇
オ
ペ
ラ
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
へ 

１０
月
１６
日
　
太
田
　哲
則
講
師 

オ
ペ
ラ
の
テ
ノ
ー
ル
っ
て
何
？ 

１１
月
６
日
　
小
餅
谷
　哲
男
講
師 

邦
楽
に
お
け
る
「
歌
」
の
い
ろ
ど
り 

１１
月
１３
日
　
　
岡
　リ
サ
講
師 

歌
い
継
ぎ
た
い
心
の
歌
、
日
本
の
歌 

　
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成 

１０
月
２３
日
　
西
垣
　
俊
朗
講
師 

主
催
　
豊
中
市
立
中
央
公
民
館
　
　
大
阪
音
楽
大
学 

学
校 

法
人 
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こ
ん
に
ち
は
、
受
験
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
と
も
み
で
す
。
年
が
明
け
れ
ば
セ
ン

タ
ー
試
験
を

始
め
、
各
大

学
で
一
般
入

試
が
始
ま
り

ま
す
。
本
学

の
一
般
入
試

Ａ
日
程
で
は
、

専
門
実
技
と

国
語
・
外
国
語
な
ど
の
学
力
、
ソ
ル
フ

ェ
ー
ジ
ュ
や
楽
典
な
ど
の
音
楽
的
基
礎

力
を
問
い
ま
す
。
面
接
や
、
推
薦
書
の

提
出
が
必
要
だ
っ
た
人
物
重
視
の
推
薦

入
試
と
は
性
質
が
異
な
り
ま
す
。 

　
よ
り
実
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
得

意
な
部
分
に
更
に
磨
き
を
か
け
て
受
験

に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

  

試

験

日
　
２
月
８
日
（
日
）
〜
１１
日

（
水
） 

出
願
期
間
　
１
月
１７
日
（
土
）
〜
２３
日

（
金
）
必
着 

　　　大阪音楽大学付属音楽院 
〒561-8555豊中市庄内幸町１-１-８ 
ＴＥＬ ０６-６３３４-２９０９   ＦＡＸ ０６-６３３４-２６７５ 
URL http://www.daion.ac.jp/ongakuin/ 
E-mail ongakuin-support@daion.ac.jp 
窓口・電話受付時間    月～土：１０時～１７時 
日曜・祝日はお休みです。 

パンフレットのご請求、お申し込みは 

 
 
 
 
 
 
 
　ソルフェージュは音楽にアプローチす
るための基礎能力開発を使命としていま
すが、こどもにとってはそれが音楽の全て
であり、喜びも感動も無くてはなりません。
単なる訓練であってはならないのです。 
　動く・歌う・聴く・書く・弾く・作ると非常に
多岐にわたり、あれもこれもソルフェージュ
と言えるほど、その内容は果てしなく広が
りを持っています。そんなソルフェージュ
教育の実際の現場での多くの経験を元に、

導入期の音楽トレーニング・ソルフェージ
ュ教育＝写真＝に必要なこと、気をつけな
ければならないことなど実例を挙げながら
わかりやすく紹介します。 

 
 
 
 
 
　毎年好評のヤマハピアノ演奏グレード
攻略セミナーを今年も２月に開講します。
ピアノ学習者にとって難所の即興演奏を

中心とした５週連続の講座です。現役の
ヤマハハイグレード試験官、栢野晴子氏
＝写真＝を講師に招き、演奏グレード攻略
セミナーを開講致します。２月～３月の金
曜日１８時～１９時３０分の合計５回講座（最
終回のみ２０時３０分まで）。申し込み締め
切りは２月６日です。なお好評の講座のた
め締め切り前でも申し込み多数の場合は
キャンセル待ち、もしくは別の時間帯での
受講となる場合があります。詳しくはお問
い合わせください。 

 
０９年１月期講座 

　０９年１月期講座の募集受付期間は終
了していますが、定員に余裕のある講座
については今からでも受講が可能です。
お問い合わせいただくか、音楽院ホーム
ページで申し込み状況をご確認ください。 
 
個人レッスンは随時受付中 

　音楽院の個人レッスンは、４歳以上なら
いつからでも始めていただけます。楽器
やジャンル、レッスンの目的やレベルなど幅
広く対応が可能です。「音楽」を習いた
い方はぜひご相談ください。 

これからのイベント 

◇　　　　◇　　　　◇ 
 

ヤマハピアノ演奏グレード 
４・５級攻略セミナー 
２月１３日～３月１３日 
毎週金曜日１８時～ 

こども・音楽２ 
―導入期の音楽トレーニング 
１月２４日（土）１４時～１５時２０分 
講師：鹿島正昭（付属音楽幼稚園前園長） 

一
般
入
試
Ａ
日
程
２
月
８
日
か
ら 

０９
年
度
一
般
入
学
試
験
Ａ
日
程 

作曲学科 

　作曲専攻 

　音楽学専攻 

声楽学科 

器楽学科 

　ピアノ専攻 

　オルガン専攻 

　管楽器専攻 

　弦楽器専攻 

　打楽器専攻 

　邦楽専攻 

合　　　計 

公募推薦 大阪音楽大学 
音楽学部 

特別推薦 

志願者数 合格者数 志願者数 合格者数 

７ 

６ 

１ 

２１ 

９４ 

４５ 

０ 

４４ 

１ 

４ 

０ 

１２２ 

４ 

３ 

１ 

１７ 

８７ 

４３ 

― 

３９ 

１ 

４ 

― 

１０８ 

１ 

１ 

０ 

１４ 

４９ 

２６ 

０ 

１６ 

２ 

５ 

０ 

６４ 

１ 

１ 

― 

１４ 

４９ 

２６ 

― 

１６ 

２ 

５ 

― 

６４ 

作曲コース 

声楽コース 

ピアノ・コース 

管楽器コース 

弦楽器コース 

打楽器コース 

邦楽コース 

ジャズ・コース 

ポピュラー・コース 

ミュージカル・コース 

電子オルガン・コース 

合　　　計 

公募推薦 特別推薦 

志願者数 

大阪音楽大学短期大学部 

音楽科 合格者数 志願者数 合格者数 

３ 

１８ 

５２ 

３４ 

３ 

７ 

１ 

８ 

３５ 

１１ 

５ 

１７７ 

３ 

１８ 

５１ 

３３ 

３ 

６ 

１ 

８ 

３２ 

１１ 

５ 

１７１ 

４ 

１１ 

２８ 

２２ 

０ 

２ 

０ 

３ 

７ 

０ 

６ 

８３ 

４ 

１１ 

２８ 

２２ 

― 

２ 

― 

３ 

７ 

― 

６ 

８３ 

■２００９年度推薦入学試験結果 
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吹
奏
楽
の
指
導
に
力
を
注
ぎ
昨
年
、
本
学
を
退
任
し
た
辻
井
清
幸
名
誉
教
授
が

兵
庫
県
尼
崎
市
の
平
成
２０
年
度
市
民
芸
術
賞
を
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
尾
崎
比
佐
子

さ
ん
（
８５
年
大
卒
）
が
市
民
芸
術
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

吹
奏
楽
指
導
４４
年 

全
国
的
に
高
い
評
価 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者 

　
田
名
網
講
師
が
受
賞 

 

        

　
辻
井
名
誉
教
授
は

６４
年
か
ら
尼
崎
市
吹

奏
楽
団
の
指
揮
者
を

務
め
、
全
日
本
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
１６
回
受
賞
、

７８
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
で
開
か
れ
た
第
８

回
世
界
音
楽
祭
に
参
加
し
金
賞
に
輝
く

な
ど
海
外
で
も
目
覚
し
い
足
跡
を
残
し

ま
し
た
。
最
近
は
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー

ル
を
拠
点
に
全
国
規
模
の
催
し
を
行
い
、

｢

ブ
ラ
ス
の
街
尼
崎｣

の
イ
メ
ー
ジ
向
上

に
も
ひ
と
役
買
っ
て
い
ま
す
。 

  

　
関
西
二
期
会
に
所
属
す
る
尾
崎
さ
ん

は
楽
劇
「
ば
ら
の
騎
士
」
や
オ
ペ
ラ｢

椿

姫｣

「
コ
ジ
・
フ
ァ
ン･

ト
ゥ
ッ
テ
」
な
ど
に

出
演
。
最
高
音
か
ら

中･

低
音
に
至
る
広

い
音
域
と
優
れ
た
発
声
、
細
か
い
技
巧

で
主
役
を
務
め
、
全
国
的
に
高
い
評
価

を
受
け
る
な
ど
、
そ
の
活
躍
ぶ
り
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
や

ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
な
ど
で
活
躍
す

る
尾
崎
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
音
楽

ク
リ
テ
ィ
ッ
ク･

ク
ラ
ブ
本
賞
、
松
方

ホ
ー
ル
音
楽
賞
大
賞
、
兵
庫
県
芸
術
奨

励
賞
な
ど
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。 

   

　
新
体
操
の
田
名
網

陽
子
講
師
が
文
部
科

学
省
の
平
成
２０
年
度

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労

者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
田
名
網
講
師
は
８８
年
か
ら
兵
庫
県
体

操
協
会
副
会
長
な
ど
を
務
め
、
新
体
操

の
普
及
、
発
展
に
尽
力
。
ア
テ
ネ
、
シ

ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
村

田
由
香
里
選
手
ら
を
育
て
て
き
ま
し
た
。 

　
本
学
オ
ペ
ラ
研
究
部
（
顧
問
・
阪
上

和
夫
教
授
、
若
林
香
名
部
長
ら
２２
人
）

が
９
月
６
日
、
学
生
サ
ロ
ン
「
ぱ
う
ぜ
」

で
結
成
５０
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

き
ま
し
た
。
磯
野
清
名
誉
教
授
ら
１
期

生
８
人
を
含
む
４７
人
が
出
席
、
若
林
部

長
と
阪
上
教
授
が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

現
部
員
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
催

し
、
今
後
の
部
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。 

　
同
研
究
部
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
５７

年
（
昭
和
３２
年
）
１
月
。
当
時
の
大
阪

音
楽
短
期
大
学
が
芦
屋
女
子
学
園
講
堂

で
出
張
演
奏
会
と
し
て
Ａ
・
サ
リ
ヴ
ァ

ン
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
ミ
カ
ド
」
を
上
演

し
た
際
、
装
置
を
担
当
し
ま
し
た
。
０７

年
に
結
成
５０
年
を
迎
え
て
、
同
部
の
公

演
記
録
を
ま
と
め
始
め
、
先
輩
ら
に
資

料
提
供
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
０６
年
１１
月
に
５０
周
年
記
念
と

し
て
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
で
オ
ペ
ラ
・

ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
催
し
、
０７
年
は

Ｗ
・
Ａ
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
皇
帝
テ

ィ
ー
ト
の
慈
悲
」
を
公
演
。
０９
年
４
月

は
同
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
で
す
。 

　ピアニストとして、文筆
家として活躍する本学の青
柳いづみこ教授が文春新書
「ボクたちクラシックつな
がり～ピアニストが読む音
楽マンガ」（文藝春秋･２３０頁、
７３０円＋税）を出版しました。 
　青柳教授にとって１２冊目のこの著書は「の
だめカンタービレ」「ピアノの森」などの音
楽マンガを題材にした読み物。「マンガの
登場人物たちの栄光と挫折は、音楽家た
ちの心の叫びを代弁したもの。音楽マン
ガを語ることによって、その叫びを扉の
外に出したいと、強く思いました」と著者
自らが語るように、音楽マンガを演奏家
の目で読み解き、様々な疑問に応えてく
れます。 
 
 
　第２章「楽譜どおり弾け！」には、特殊
研究で指導し、日本音楽コンクール第２
位に輝いた丸山耕路さん（０６年･大卒）
が登場します。彼はテンポを自由にゆら
して、とうとうと歌い上げる斬新な解釈
の持ち主。「個性を活かしながら音楽の約
束事から離れないようにするには、どう
アドバイスすればいいのか。正直言って
悩みました」。青柳先生が自問自答する下
りは、ナマの話として重みがあります。 
　高名なピアニストも多数登場し、青柳
教授の交友関係の広さにも驚かされます。
話の展開、引出しの多さは読者を飽きさ
せず、いつの間にか音楽の世界へ。プロ
を目指す学生、クラシックに関心のある
人にとっては格好の入門書。 

オペラ研究部５０年 
記念パーティ開く 

辻
井
名
誉
教
授
に
尼
崎
市
民
芸
術
賞 

　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
プ
ラ
ノ
の
尾
崎
さ
ん
は
奨
励
賞 

 
ボクたちクラシックつながり 
～ピアニストが読む音楽マンガ 

青柳いづみこ教授 

音楽家の心の叫び代弁 
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第
７７
回
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
毎

日
新
聞
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
催
）
作
曲
部
門

の
本
選
が
１０
月
２１
日
、
東
京
・
初
台
の

東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
で
行
わ
れ
、

森
川
陽
子
さ
ん
（
０２
年
院
修
）

の
作
品
「
天
と
光
と
」
が
入
選
、

聴
衆
賞
に
当
た
る
岩
谷
賞
も
併

せ
て
受
賞
し
ま
し
た
。 

　「
天
と
光
と
」
は
萩
原
朔
太

郎
の
詩
「
い
み
じ
き
笛
は
天
に

あ
り
」
を
題
材
に
し
た
も
の
。

こ
の
詩
に
感
銘
を
受
け
た
森
川

さ
ん
は
「
い
つ
か
音
楽
と
し
て

表
現
し
た
い
」
と
心
の
中
に
温
め
て
い

た
、
と
い
い
ま
す
。
作
品
は
協
奏
曲
形

式
で
、
闇
の
中
に
佇
ん
で
い
る
人
々
に

一
筋
の
希
望（
光
）が
差
す
情
景
を
イ
メ

ー
ジ
し
、
ソ
ロ
パ
ー
ト
は
ア
ル
ト
フ
ル

ー
ト
、
フ
ル
ー
ト
、
ピ
ッ
コ
ロ
と
楽
器

を
持
ち
替
え
て
光
を
表
現
し
て
い
ま
す
。 

　
作
曲
部
門
に
は
全
国
か
ら
４５
点
の
応

募
が
あ
り
、
譜
面
審
査
の
結
果
４
作
品

が
本
選
に
進
み
ま
し
た
。
本
選
で
は
東

京
シ
テ
ィ･

フ
ィ
ル
が
４
作
品
を
演
奏
、

池
辺
晋
一
郎
氏
ら
１１
人
が
審
査
に
当
た

り
ま
し
た
。 

　「
天
と
光
と
」に
つ
い
て
池
辺
氏
は「
意

図
が
明
確
で
音
感
覚
も
優
れ
て
い
る
が
、

音
響
が
類
型
的
な
フ
ィ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
陥
る
場
面
が
あ
り
、
惜
し
か
っ
た
」

と
講
評
（
１１
月
１９
日
毎
日
新
聞
朝
刊
）。

３
位
入
賞
は
逃
し
た
も
の
の
聴
衆
が
決

め
る
岩
谷
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

　
森
川
さ
ん
は「
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
で
書

く
の
は
今
回
が
初
め
て
な
の
で
、
ソ
ロ

パ
ー
ト
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
バ
ラ
ン
ス

に
苦
労
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
自
分

の
内
に
あ
る
言
葉
を
用
い
て
、
ハ
ー
ト

の
あ
る
音
楽
を
書
い
て
い
き
た
い
」と

将
来
へ
の
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
表
彰
式
は
１１
月
１９
日
に
東
京
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

■第２回中国音楽国際コンクール   
専門の部ピアノ１位 最優秀中国作品演奏
賞　橋本深雪（８３年大専修・ピアノ） 
▽ピアノ１位　持田賀津子
（９６年大卒・ピアノ）＝７
月２７日、神戸文化ホール。
国際音楽協会など主催 
■第２回全日本芸術コンク
ール ヴァイオリン部門大学
生・一般の部２位（１位該
当者なし）　農頭奈緒（大
２・ヴァイオリン）＝８月
９日、神戸市産業振興セン
ター。全日本芸術協会主催 
■第１０回関西弦楽コンクー
ル 優秀賞、審査員特別賞　
吉田悠花（音楽院、大阪市
立新森小路小４年・ヴァイ
オリン）▽優秀賞　沖本み
なみ（音楽院、大阪市立堀江
小４年）＝８月１７日、ザ・フ
ェニックスホール。日本弦
楽指導者協会関西支部主催 
■第２１回和歌山音楽コンク
ール 声楽部門一般の部　１
位、和歌山市長賞　三河紀
子（００年院修）＝８月２７日、
和歌山市民会館。ニュース
和歌山、和歌山市など主催 
■第１３回高槻音楽コンクー
ル 一般の部１位、高槻市長
賞　三河紀子＝８月３１日、
高槻現代劇場。高槻市コン
サート協会主催 
■第１０回日本演奏家コンク
ール 弦楽器部門大学の部 
２位　蔭山真理子（大３・ヴァイオリン）
▽声楽部門大学の部 ３位　小林あすき（大
３・メゾソプラノ）＝８月２８日、横浜み
なとみらいホール。日本演奏家協会主催 

　
第
２５
回
日
本
管
打
楽
器
コ
ン
ク
ー
ル

（
日
本
音
楽
教
育
文
化
振
興
会
主
催
）

の
本
選
が
１１
月
１９
日
、
東
京
・
文
京
区

の
バ
リ
オ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
部
門
に
出
場
し
た
ザ･

カ
レ
ッ

ジ･

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
準
団
員

の
西
馬
健
史
さ
ん
（
０６
年
・
短
大
卒
）

が
４
位
に
輝
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
有
能
な
若
い
演

奏
家
の
発
掘
を
目
指
し
１
９
８
４
年
に

始
ま
り
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
部
門

に
は
２
４
８
人
が
出
場
し
、
５
人
が
本

選
に
進
み
ま
し
た
。
本
選
の
課
題
曲
は

フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
、
Ａ
・
デ
ザ
ン
ク

ロ
の
協
奏
曲
「In

can
tation

,T
h
ren
e 

et D
anse pour T

rom
pette en U

t 

et 
O
rch
estre

」。
西
馬
さ
ん
は
技
術

的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
、
４
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。 

　
西
馬
さ
ん
の
話
　
本
選
の
課
題
曲
は

音
域
も
高
く
、
吹
き
き
る
こ
と
が
大
変

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
い
い
音
楽
を
た

く
さ
ん
聴
い
て
、
さ
ら
に
力
を
つ
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

優
れ
た
音
感
覚 

ハ
ー
ト
を
音
に 

橋
本
深
雪 

持
田
賀
津
子 

農
頭
奈
緒 

吉
田
悠
花 

沖
本
み
な
み 

三
河
紀
子 

蔭
山
真
理
子 

小
林
あ
す
き 

日本音楽コンクール 

森
川
さ
ん
　入
選
、岩
谷
賞 

コンクール　敬称略 

西
馬
さ
ん
４
位
　
日
本
管
打
楽
器
コ
ン
ク
ー
ル 
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第42回幸楽会コンサート 
～ニューイヤーコンサート～ 

春 
2009年１月11日（日）14時 
ザ・カレッジ・オペラハウス 
入場料　2000円 

（チケットは幸楽会事務局でお求めください。） 

　岡リサ 箏 「春の海」 
石橋栄実 ソプラノ 「春の声」 
北浦洋子 ヴァイオリン 「スプリング･ソナタ」 
〈問い合わせ〉幸楽会事務局 
106-6334-2832　FAX06-6336-9834 
ホームページ：http://www.kougakukai.net/ 
mail：kougaku@daion.ac.jp

大阪音楽大学後援演奏会 
 

《幸楽会》後援演奏会 

An Evening of Art Songs～歌曲の夕べ～ 
１月２９日（木）１９時 
兵庫県立芸術文化センター　小ホール ２０００円 
高津綾子　青谷理子　村上衣絵　木下裕子 
井門亜美　藤美千代　加藤理彩子　西尾麻貴　ほか 
1０９０-３９２５-１８１８　ソワレの会 

井上麻子Saxophoneリサイタル 
２月１日（日）１５時　３０００円 
兵庫県立美術館「芸術の館」アトリエ 
サクソフォーン　井上麻子　ピアノ　藤井快哉 
ベリオ：ゼクエンツァ　９b 
1０７８-８０５-６３５１　神戸コンサート協会 

Natsumi Tamai Eri Kawazoe PIANO JOINT RECITAL 
１月１８日（日）１４時　ピッコロシアター小ホール 
入場料１５００円　ペア１組２０００円 
リスト：「ラ・カンパネラ」ほか 
1０８０-３１３５-７９４１ 

若手演奏家によるウィンター・コンサート 
１月２５日(日）１４時 前売１０００円 当日１５００円 
神戸芸術センター音楽ホール 
原田幸子  谷宏子  内海寛子  石原綾乃  ほか 
1０９０-５９７４-８２９７　石原 

鐘ケ江直美 オーボエ デビューリサイタル 
３月１４日（土）１８時　大牟田文化会館 
前売２０００円（学生１５００円） 
当日２５００円（学生２０００円） 
鐘ケ江直美　C.モンターグ　大城伸悟 
テレマン：オーボエ協奏曲　 
1０９４４-５５-３１３１　大牟田文化会館 

     

福
井
県
支
部
が
１５
周
年
記
念
演
奏
会 

　
１０
月
２５
日
秋
晴
れ
の
な
か
、
福
井
県

の
音
楽
の
殿
堂
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

ふ
く
い
」
で
、
支
部
創
立
１５
周
年
記
念

演
奏
会
「
幸
楽
会
コ
ン
サ
ー
ト
in
ふ
く

い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
一
部
は
県
支
部
推
薦
演
奏
会
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
受
賞
者
な
ら
び
に
ザ
・
カ

レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
に
出
演
し
た

会
員
の
子
弟
に
よ
る
ピ
ア
ノ
と
声
楽
の

演
奏
で
、
若
い
音
楽
家
の
み
ず
み
ず
し

い
音
色
を
披
露
。
第
二
部
は
在
学
生
と

会
員
に
よ
る
ピ
ア
ノ
・
声
楽
・
二
重
唱
・

ハ
ー
プ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
と
続
き
、

世
代
ご
と
に
演
奏
す
る
多
彩
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
３
５
０
人
あ
ま
り
の
聴
衆
を
魅

了
し
ま
し
た
。 

　
出
演
者
は
第
一
部
〔
ピ
ア
ノ
〕
高
木

ひ
よ
り
・
辻
帆
乃
子
・
山
口
莉
奈
・
野

坂
卓
史
〔
声
楽
〕
上
島
一
希
、
第
二
部

〔
ピ
ア
ノ
〕
佐
々
木
彩
乃
・
堂
田
恵
・

堂
田
展
江
〔
声
楽
〕
石
塚
こ
こ
ろ
・
稲

垣
絵
夢
・
中
林
久
徳
・
佐
々
木
開
基
〔
ハ

ー
プ
〕
岡
田
明
日
香
〔
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
〕

山
田
惠
子
で
し
た
。
最
後
に
出
演
者
全

員
で
ハ
ー
プ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ピ
ア

ノ
ト
リ
オ
の
演
奏
に
の
せ
て
「
ふ
る
さ

と
」
を
合
唱
し
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。 

支
部
長
　
堂
田
展
江
記 

　　　本誌２０２号の５ページ「大阪音楽大学第５１回
定期演奏会」のなかで「前田恵美」さんとある
のは「前田恵実」さんの誤りでした。また、１５ペ
ージの「大阪音楽大学後援演奏会」の「第３回
玉響作品演奏会」で「前売３０００円　当日２５００
円」とあるのは「前売２５００円　当日３０００円」の
誤りでした。それぞれお詫びして訂正いたします。 

訂正 

   

　
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
・
エ
コ
ー
ル
・
ノ

ル
マ
ル
音
楽
院
の
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ジ
グ

マ
ノ
フ
ス
キ
ー
教
授
（
ピ
ア
ノ
）
が
１１

月
３
日
付
で
大
阪
音
楽
大
学
の
客
員
教

授
に
就
任
し
ま
し
た
。 

　
パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院
を
卒
業
後
、

ド
イ
ツ
政
府
の
奨
学
金
を
得
て
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
国
立
音
楽
院
で
学
び
、
数
々
の
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
。
演
奏
会
活
動

も
盛
ん
で
、
カ
ン
ヌ
音
楽
祭
、
フ
ラ
ン

ス
音
楽
祭
な
ど
数
々
の
音
楽
祭
に
招
か

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
サ
ン
ク
ル
ー
市

音
楽
院
の
学
長
を
務
め
、
０２
年
か
ら
パ

リ
・
エ
コ
ー
ル
・
ノ
ル
マ
ル
音
楽
院
で

も
教
え
て
い
ま
す
。 

  

　
学
校
法
人
大
阪
音
楽
大
学
は
１０
月
１７

日
、
名
神
口
校
地
（
Ｋ
号
館
）
に
隣
接

す
る
中
古
車
セ
ン
タ
ー
跡
地
２
６
２
平

方
　
を
取
得
し
ま

し
た
。 

　
正
門
を
出
た
右

側
で
、
校
地
と
歩

道
に
挟
ま
れ
た
場

所
。
看
板
用
の
鉄

製
パ
イ
プ
は
補
修

し
て
使
用
す
る
予

定
。 

　
私
た
ち
の
大
切
な
友
、
白
石
温
美
さ

ん
（
８８
年
大
卒･

声
楽
）
が
平
成
１８
年

７
月
に
星
の
世
界
へ
旅
立
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
「
あ
っ
ち
ゃ
ん
」
の
周
り
に

は
い
つ
も
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
、

私
た
ち
を
癒
し
、
楽
し
ま
せ

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
清
澄

な
ソ
プ
ラ
ノ
。
白
い
ド
レ
ス

で
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
人
々
を
優
し
い

気
持
ち
に
す
る
あ
の
歌
声
は
、
今
で
も

は
っ
き
り
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
来
年
８
月
に
会

食
や
演
奏
を
交
え
な
が
ら
「
あ
っ
ち
ゃ

ん
」
と
の
思
い
出
を
語
る
集
い
を
計
画

し
ま
し
た
。
会
食
の
み
で
も
結
構
で
す
。

演
奏
し
て
い
た
だ
け
る
方
も
、
ぜ
ひ
ご

一
報
く
だ
さ
い
。 

　
日
時
は
平
成
２１
年
８
月
２３
日
（
日
） 

１１
時
〜
１４
時
ま
で
。 

　
会
場
は
神
戸
市
東
灘
区
岡
本
１
丁
目

８
番
２１
号 

ド
ン
ク
岡
本
グ
ル
メ
館
レ

ス
ト
ラ
ン
「
シ
ェ･

ド
ン
ク
」
。 

◆ 

問
い
合
わ
せ
先 

辻
本
眞
二
（
８８
年
大
卒
・
声
楽
） 

　
０
９
０･

６
９
６
９･

９
７
３
１ 

武
内
眞
子
（
旧
姓
大
橋
） 

　
０
８
０･

３
７
８
５･

１
１
５
１ 

メ
ー 

ト
ル 

ジ
グ
マ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏 

本
学
客
員
教
授
に
就
任 

名
神
口
校
地
の
隣
接
地
取
得 

白石温美さんを偲んで 
友人が追悼演奏会を計画 
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次
号
発
行
予
定
２
月
１６
日
 

　大学祭２００８“fortissimo”が
１０月３１日から１１月２日まで開か
れました。模擬店が並ぶ中庭で
は和太鼓やロック、ゴスペル、ミュ
ージカルに加え、ピアノやリコーダ
ーなどクラシックの演奏もたっぷり。
人気お笑いタレントのエド・はるみ
さんらも出演し、会場を笑いの渦
に巻き込みました。「今年はクラ
シックの演奏を増やしました」と

実行委員長の南堀義光さん。最
終日、初めてオペラハウスで実現
した学祭スチューデントオーケス
トラの公演では、代表の藤原克
匡さんが「日頃お世話になってい
る地域のみなさんと交流し、少し
でも恩返ししたくて練習しました」
と挨拶。総勢１５８人のオーケストラ、
吹奏楽、合唱団と、ソリストの先
生方が熱い演奏を繰り広げました。 

　箏の伴奏に英語の歌？ 古典にとどまらず、洋楽をアレ
ンジした弾き歌いなど、ジャンルを越え「ニューＫＯＴＯ」

の世界を切り開く　岡リサ講師。宮城
道雄の弟子、須山知行名誉教授に師
事した　岡講師は、宮城道雄の進取
の気性を継ぐ活躍ぶりです。　岡講師
の箏、三味線、歌に、星田一山講師の
尺八が加わり「黒髪」「春の海」「アメ
ージング・グレイス」など８曲を演奏。凛と
した箏の音色と鮮やかなテクニック、地

歌とオペラの発声を自由に操る　岡講師のみずみずし
い歌声に、会場は陶然と聞き惚れました。２部のトークコ
ーナーでは、音楽評論家の日下部吉彦さんが、両講師に、
文科省が音楽教育に導入した邦楽の現状を問い、教
育談義で盛り上がりました。 

　
第
３１
回
邦
楽
演
奏
会
は
１１
月
２８
日
１８

時
か
ら
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年
ま
で
の
ザ･

カ
レ
ッ
ジ
・

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
か
ら
今
年
は
舞
台
を
移

し
て
の
公
演
で
、
大
勢
の
聴
衆
が
詰
め

掛
け
ま
し
た
。 

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
学
生
と
教
員
に
よ
る

「
都
踊
」
、
学
生
だ
け
の
「
け
し
の
花
」
、

教
員
だ
け
の
「
飛
騨
に
よ
せ
る
三
つ
の

バ
ラ
ー
ド
」
、
池
川
由
貴
さ
ん
（
大
４
）

の
箏
に
よ
る
「
数
え
唄
変
奏
曲
」
。
そ

し
て
、
最
後
は
出
演
者
全
員
で
「
デ
ィ

ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
」
を
披
露
し
、
大

き
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。 

 

オペラハウスも会場に 

大 学 祭  

ミレニアムホール特別講座 

１０月４日ミレニアムホール 

岡リサの「ニューＫＯＴＯ」 

講師　　岡リサ　日下部吉彦 
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